
弥五郎伝説の里にて３体揃い踏み（平成 13 年４月 22 日）
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第
六
章　

南
九
州
の
弥
五
郎
人
形
行
事

　
　
　
　

と
伝
説
・
伝
承

　
　

第
一
節　

的
野
正
八
幡
宮
の

　
　
　
　
　
　

山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り

一　

都
城
市
山
之
口
町
の
地
勢

　

山
之
口
町
は
都
城
盆
地
の
北
東
部
に
位
置
す
る
山
間

部
の
農
村
地
帯
で
、
縄
文
時
代
に
は
す
で
に
こ
の
地
で

生
活
が
営
ま
れ
て
お
り
長
い
歴
史
を
も
つ
町
で
あ
る
。

　

町
域
は
、
東
は
宮
崎
市
田
野
町
、
南
は
北き

た

諸も
ろ

県か
た

郡
三

股
町
、
西
か
ら
北
は
都
城
市
高
城
町
、
北
は
宮
崎
市
高

岡
町
と
接
し
、
東
西
九
㌔
㍍
、
南
北
一
七
㌔
㍍
で
町
域

の
約
八
割
は
国
有
林
を
中
心
と
す
る
林
野
と
な
っ
て
い

る
。
青
井
岳
（
五
六
三
㍍
）、
東
岳
（
八
三
三
㍍
）
の
山

系
か
ら
は
山
之
口
町
は
じ
め
周
辺
市
町
を
う
る
お
す
水

が
湧
き
出
て
、
町
の
中
心
部
か
ら
南
部
を
流
れ
る
東
岳

川
、
花
木
川
、
富
吉
川
は
高
城
町
で
一
級
河
川
の
大
淀

川
に
合
流
す
る
。
山
之
口
町
の
中
心
部
は
、
こ
れ
ら
の

川
に
よ
る
扇
状
地
が
広
が
り
農
業
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

二　

山
之
口
町
略
史

　

町
内
野
上
と
六
十
田
、
川
内
集
落
で
は
、
土
器
や
石
斧
な
ど
が
多
数
出
土
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
生
活
の
営
み
は
縄
文
時
代
後
期
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
富
吉
地

区
（
四
基
）
と
花
木
地
区
（
五
基
）
に
所
在
し
た
円
墳
九
基
、
地
下
式
横
穴
一
基
が
、

昭
和
十
一
年
山
之
口
古
墳
と
し
て
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
耕
地
整
理

な
ど
に
よ
り
現
在
は
円
墳
四
基
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
安
時
代
、
山
之
口
一
帯
は
三
俣
院
七
百
町
と

称
す
る
島
津
荘
の
一
部
で
あ
っ
た
。
建
久
八
年

（
一
一
九
七
）
島
津
忠
久
が
こ
の
地
を
治
め
、
建

武
年
間
は
（
一
三
三
四
～
三
六
）
肝
付
兼
重
が
三

俣
院
司
に
配
さ
れ
こ
れ
を
治
め
た
。
明
応
四
年

（
一
四
九
五
）
島
津
氏
は
三
俣
院
を
日
向
都と

於の

郡こ
お
りの

伊
東
氏
に
割
譲
し
、
以
後
四
十
年
間
伊
東
氏
が
領

有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）

に
は
北
郷
氏
が
こ
れ
に
代
わ
り
、
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
に
は
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
っ
て
伊

集
院
幸こ

う

侃か
ん

が
領
有
し
た
。
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
） 

幸
侃
が
島
津
忠
恒
に
よ
っ
て
誅
殺
さ
れ
北
郷
氏
が
再
び
領
有
す
る
が
、
同
十
九
年
に

島
津
氏
の
直
轄
領
と
な
っ
て
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
ま
で
続
い
た
。

明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
が
実
施
さ
れ
山
之
口
村
、
同
三
十
九
年
に
は
山
之
口
町
と

な
っ
た
。
平
成
十
八
年
に
は
都
城
市
に
合
併
現
在
に
至
る
。（『
山
之
口
町
史
』）

三　

的
野
正
八
幡
宮
と
弥
五
郎
ど
ん
祭
り

（
一
）	

的
野
正
八
幡
宮

①　

円
野
神
社　

 （『
宮
崎
県
神
社
誌
』）

　

圓ま
ど

野の

神
社
。
祭
神
は
息
長
足
姫
命
、
誉
田
別
命
、
玉
代
姫
命
。
当
社
は
和
銅
三
年

（
七
一
〇
）、
大
隅
国
国
分
正
八
幡
宮
（
鹿
児
島
神
宮
）
を
勧
請
し
て
創
建
し
た
と
伝

え
、
三
俣
院
（
山
之
口
・
三
俣
・
高
城
）
の
宗
廟
・
鎮
守
と
し
て
広
く
崇
敬
を
受
け

た
。
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
五
）
三
俣
兵
乱
の
際
藩
主
島
津
家
立
願
が
こ
と
ご

山之口中心街

的野正八幡宮
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と
く
成
就
し
た
事
に
よ
り
、
山
之
口
郷
花
木
・
高
城
郷
桜
木
村
の
内
に
神
領
田
を
付

置
き
、
祭
典
の
際
は
毎
年
祭
米
一
斗
七
升
五
合
を
神
饌
と
し
て
下
さ
れ
た
。
棟
札
に

よ
れ
ば
、
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）、
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
に
再
興
さ
れ
、
慶
安

五
年
（
一
六
五
二
）、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
藩

主
に
よ
っ
て
社
殿
の
造
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
的
野
正
八

幡
宮
を
円
野
神
社
と
改
称
し
た
。

　

十
一
月
三
日
の
神
幸
祭
で
は
三
つ
の
神
輿
が

神
功
皇
后
を
祀
っ
て
い
る
池
之
尾
神
社
の
仮
殿

ま
で
下
る
。
そ
の
浜は

ま殿
下
り
で
は
、
四
輪
の
車

に
乗
せ
ら
れ
数
多
の
子
ど
も
に
引
か
れ
、
朱
面

を
被
り
大
小
の
刀
を
佩
び
た
一
丈
余
の
大
型
人

形
大
人
弥
五
郎
ど
ん
が
先
導
す
る
。
昔
は
流
鏑

馬
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
お
旅
所
に
着
く

と
神
事
に
続
き
浦
安
の
舞
、
太
郎
踊
、
矢
旗
踊

そ
の
他
多
く
の
奉
納
踊
が
あ
り
、
終
日
賑
わ
い

近
郷
近
在
か
ら
の
参
拝
者
も
多
い
。
平
成
十
四

年
（
二
〇
〇
二
）
現
在
の
社
名
に
改
称
し
た
。

②　

的
野
正
八
幡
宮　
（『
三
国
名
勝
図
会
』）

　

的
野
正
八
幡
宮　

地
頭
館
よ
り
午
方
、
一
里

二
町
許
り
、
富
吉
村
に
在
り
、
本
社
薩
州
国
分

正
八
幡
宮
な
り
、
此
八
幡
宮
、
国
分
の
巻
に
は

鹿
児
島
神
社
と
標
題
す
、
和
銅
三
年
勧
請
す
、

往
古
三
俣
院
の
宗
廟
に
し
て
大
社
な
り
と
い
へ

り
、

③　

圓
野
神
社　
（『
宮
崎
縣
史
蹟
調
査
』）

　

圓
野
神
社　

山
ノ
口
村
大
字
富
吉
字
的
野
鎮
座
、
祭
神
気
長
足
姫
命
、
誉
田
別
命
、

玉
代
姫
命

　

本
社
の
創
建
は
傳
に
和
銅
三
年
と
云
、
天
文
年
間
の
兵
乱
に
旧
領
主
島
津
忠
能
戦

勝
祈
願
を
な
し
霊
験
顕
著
な
り
し
を
以
て
、
當
郷
花
木
、
高
城
郷
桜
木
等
の
土
地
を

神
饌
田
と
し
て
寄
進
並
に
祭
米
一
斗
七
升
五
合
宛
毎
年
祭
料
に
供
進
せ
ら
れ
、
歴
代

藩
主
の
尊
崇
頗
る
厚
き
社
で
あ
っ
た
、
明
治
五
年
七
月
郷
社
に
列
せ
ら
る
。

（
二
）　

弥
五
郎
人
形

①　

大
人
弥
五
郎　
（『
三
国
名
勝
図
会
』）

　

大
人
弥
五
郎
と
呼
で
、
朱
面
を
被
ふ
り
、
刀
大
小
を
佩
き
た
る
、
一
丈
餘
の
偶ニ

ン
ギ
ヤ
ウ人

を
作
り
、
四
ツ
輪
の
車
に
乗
せ
、
十
二
三
歳
の
童
子
、
衆ア

マ
タ多
の
人
数
に
て
、
行
列
の

先
き
に
推
す
、
上
古
大
隅
の
隼
人
を
征
討
の
故
事
な
り
と
い
へ
り
、
其
權ハ

ジ
メ輿
詳
か
な

ら
ず
、
ま
た
其
儀
衛
の
中
、
多
く
の
武
具
を
用
ゆ
、
是
は
北
郷
忠
相
、
当
邑
を
領
ず

る
の
時
始
る
と
い
ひ
伝
へ
、
昔
は
流
鏑
馬
も
あ
り
し
、（
略
）　

浜
殿
下
り
、
正
祭
十

月
二
十
五
日
、
此
ノ
祭
日
、
當
社
よ
り
申
酉
方
四
町
餘
、
路
傍
御
手
洗
池
の
側
に
仮

殿
を
設
け
、
三
ツ
の
神
輿
を
守
り
下
る
、
是
を
浜
殿
下
り
と
い
ふ
、
中
の
神
輿
を
第

一
と
定
め
、
儀ギ

ヤ
ウ
レ
ツ衛
旧
式
あ
り
、

②　

弥
五
郎
殿　
（「
古
今
山
之
口
記
録 

元
」）

　

弥
五
郎
殿
支
度
之
事

一
赤
大
面　

一
布
大
帷
子
梅
染
広
袖　

一
同
帯
梅
染　

一
刀
壱
本
長
八
尺

一
脇
差
壱
本
長
三
尺　

一
鋒
鑓
壱
本
後
ニ
負
ひ
鈴
附

　

�

右
弥
五
郎
殿
十
月
廿
五
日
御
祭
之
砌
、
四
つ
車
ニ
載
せ
八
幡
馬
場
中
郷
中
之
童
子

共
奉
押
候
也

宮崎神宮の流鏑馬（平成 2 年 4 月 4 日）的野正八幡宮（三国名勝図会）
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③　

弥
五
郎　
（「
山
之
口
御
糺
帳
」）

　

弥
五
郎
長
壱
丈
弐
尺
余
、
但
竹
細
工

　

�

右
は
赤
塗
大
面
を
付
、梅
染
広
袖
帷
子
着
、同
色
之
帯
太
刀
長
八
尺
脇
差
三
尺
帯
シ
、

後
ニ
三
俣
大
鋒
鑓
ヲ
負
、
四
ツ
車
ニ
為
負
、
八
幡
宮
浜
下
之
節
前
ニ
押
行
申
候

　

�

右
由
緒
八
幡
世
界
御
退
治
之
砌
、
被
召
列
第
一
之
勇
者
ニ
て
御
側
付
之
人
之
由
申

伝
候

弥五郎殿支度之事
「古今山之口記録 元」
（的野正八幡宮蔵）

的野八幡祭式之図（『三国名勝図会』）

弥五郎「山之口御糺帳」
（的野正八幡宮蔵）
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（
三
）　

浜
下
り
行
列

①　

浜
下
り
行
列　
（「
古
今
山
之
口
記
録 

元
」）

　

天
文
二
年
三
俣
乱
ニ
北
郷
殿
、
的
野
正
八
幡
宮
江
御
祈
誓
被
成
候
は
三
俣
北
郷
之

手
ニ
入
候
ハ
ヽ
御
祭
浜
下
リ
御
輿
先
ニ
武
具
弓
鉄
砲
長
柄
等
、
武
家
如
行
烈
相
備
、

且
ハ
流
鏑
馬
可
仕
と
御
立
願
ニ
候
得
は
三
俣
北
郷
手
ニ
入
、
初
て
八
幡
宮
ニ
参
詣
之

時
軍
勢
五
千
人
引
率
シ
、
御
参
詣
為
被
成
事
ニ
て
于
今
余
宮
浜
下
リ
ニ
ハ
相
替
、
武

具
を
相
備
候
ハ
古
例
ニ
て
候

　

浜
下
り
行
烈
之
次
第

　

�

一
先
抑　

一
小
荷
駄　

一
鷹
弐
羽　

一
備
鉄
但
母
衣
十
本　

一
弓
台
十
片　

　

一
鉄
砲
拾
挺
前
袋
入　

一
立
筒　

一
間
印　

一
対
校
箱　

一
対
鑓　

一
大
母
衣　

　

一
請
笠　

一
立
笠
是
よ
り
一
獅
子
舞　

一
論
師
弐
人　

一
御
輿
三
躰　

　

一
五
か
い
三
本　

一
御
幡　

一
別
当
僧　

一
番
ノ
僧
幾
人
ニ
て
も

　

�

（
略
）　

御
池
之
先
ニ
御
仮
殿
を
拵
、
三
之
御
輿
御
行
ニ
て
候
、
往
古
ハ
高
木
村
平

江
春
日
社
江
浜
下
り
為
有
之
由
ニ
候
、

②　

浜
下
り
行
列　
（「
山
之
口
御
糺
帳
」）

　

一
ま
取
壱
本　

一
鉄
砲
六
挺　

一
弓
台
弐
片　

一
大
ほ
ろ
壱
本　

一
白
熊
弐
本

　

一
挟
箱
弐
ツ　

一
長
刀　

一
先
払
弐
人　

一
小
荷
駄
壱
疋　

一
立
笠
壱
本　

　

一
う
け
笠
壱
本

　

�

右
行
列
天
文
三
年
三
俣
乱
之
砌
、
八
幡
宮
江
深
御
誓
願
ニ
て
神
領
地
并
行
列
流
鏑

馬
等
被
相
備
候
、
右
之
比
よ
り
行
列
于
今
百
姓
中
よ
り
夫
々
道
具
相
調
相
備
候
、

流
鏑
馬
之
儀
は
当
分
無
御
座
候

　

�

一
棒
持
大
小
帯
者
弐
人
一
大
面
旗
三
本
、
但
旗
頭
ニ
右
面
付
候　

一
大
団
壱
本
、

但
日
天
月
天
之
絵
有
之
候　

一
獅
子
舞
壱
頭
社
人
よ
り
守
越
候　

一
路
ん
子
か
く

め
弐
人　

一
御
輿
三
躰　

一
御
か
ひ
三
本

　

�

一
小
姓
六
人　

一
槍
六
本　

一
御
幣　

一
行
司
弐
人
、
但
エ
ボ
シ
ス
リ
袴
着
七
八

ツ
之
子
供

　

一
衆
僧
幾
人
ニ
て
も

　

右
浜
下
并
祭
之
式
右
之
通
御
座
候
、
前
代
都
城
高
木
村
平
江
と
申
所
江
春
日
社
有

之
、
彼
所
迄
浜
下
為
有
之
由
伝
候
、
当
分
は
的
野
馬
場
末
池
之
尾
権
現
宮
池
之
涯
江

仮
殿
相
調
、
仮
殿
迄
浜
下
有
之
候
、
右
権
現
之
儀
御
母
所
共
申
伝
候
（
後
略
）

③　

濱は

ま殿
下く

だ

り　
（『
宮
崎
縣
史
蹟
調
査
』）

　
『
名
勝
考
』
山
之
口
村
的
野
八
幡
の
條
に
は
、
十
月
ノ
祭
ニ
ハ
、
池
ノ
側
ニ
假
屋
ヲ

設
ケ
、三
ノ
神
輿
ヲ
守
リ
下
ル
、是
ヲ
濱
殿
下
リ
ト
イ
フ
、又
長
サ
一
丈
餘
ノ
偶
人
ニ
、

布
衣
ヲ
着
セ
、
大
ナ
ル
両
刀
ヲ
佩
セ
、
面
ニ
朱
面
ヲ
被
セ
タ
ル
ヲ
、
四
輪
車
ニ
乗
セ
、

數
多
ノ
人
ヲ
シ
テ
、神
輿
ノ
先
ニ
曳
ク
、是
ヲ
大
人
彌
五
郎
ト
號
シ
テ
、熊
襲
梟
師
ガ
、

形
状
ヲ
模
セ
ル
ナ
リ
ト
イ
フ
。（『
宮
崎
縣
史
蹟
調
査　

第
六
輯　

南
俣
郡
之
部
』）

　

浜
下
り
行
列
に
武
具
多
数
参
加
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
三
俣
の
乱
の
と

き
北
郷
氏
が
的
野
正
八
幡
宮
に
勝
利
祈
願
し
、
成
就
し
た
こ
と
か
ら
五
千
人
を
引
率

し
て
参
っ
た
こ
と
、
武
具
持
参
の
者
が
行
列
に
加
わ
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
し
て
い

る
。『
三
国
名
勝
図
会
』
に
絵
図
が
あ
り
。
今
、
的
野
馬
場
約
七
百
㍍
を
池
之
尾
神
社

ま
で
下
る
が
、
昔
は
都
城
高
木
村
平
江
と
い
う
所
の
春
日
社
ま
で
下
っ
た
と
い
う
。

な
お
、「
古
今
山
之
口
記
録 

元
」
と
「
山
之
口
名
勝
志
」
で
一
年
こ
と
な
る
が
、
ど

ち
ら
か
が
記
述
誤
り
で
あ
ろ
う
。

四　

隼
人
の
乱
と
放
生
会

（
一
）　

隼
人
の
乱

　

養
老
四
年
（
七
二
〇
）
二
月
に
至
り
隼
人
最
後
の
大
反
乱
あ
り
。
こ
の
乱
は
は
じ
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め
大
隅
国
に
起
り
、日
向
、薩
摩
に
波
及
し
こ
れ
は
有
名
な
養
老
の
大
征
討
と
な
っ
た
。

養
老
四
年
三
月
、
宿
祢
旅
人
を
征
隼
人
大
将
軍
と
し
、
大
軍
を
率
い
て
隼
人
を
征
伐

し
た
。
こ
の
戦
で
斬
首
し
た
者
捕
虜
と
し

た
者
合
せ
て
千
四
百
余
人
に
及
び
、
こ
れ

よ
り
隼
人
族
の
反
乱
は
無
く
な
っ
た
。（『
続

日
本
紀
』）

「
養
老
四
年
九
月
征
夷
の
事
あ
り
。
大
隅
・

日
向
両
国
乱
逆
す
。
公
家
宇
佐
宮
に
祈
請

し
、
其
の
禰
宜
辛
島
勝
代
豆
米
、
神
軍
を

相
率
ゐ
、
行
い
て
彼
の
国
を
征
し
、
其
の

敵
を
討
ち
平
ぐ
。
大
神
託
宣
し
て
曰
く
、

合
戦
の
間
多
く
殺
生
を
致
す
。
宜
し
く
放

生
を
修
す
べ
し
と
。
諸
国
放
生
会
此
の
時
よ
り
始
ま
る
」（『
扶
桑
略
記
』）

　

養
老
四
年
大
隅
日
向
両
国
の
隼
人
が
反
乱
し
朝
廷
は
鎮
圧
す
る
軍
を
発
し
た
。
こ

の
と
き
多
く
の
隼
人
族
が
殺
戮
さ
れ
、
霊
を
慰
め
る
た
め
全
国
で
放
生
会
が
行
う
よ

う
に
な
っ
た
と
あ
る
。

　

十
月
二
十
五
日
の
的
野
正
八
幡
宮
で
の
祭
り
で
、
別
当
弥
勒
寺
が
放
生
会
を
行
っ

た
。

「
一
丈
餘
の
偶
人
を
作
り
、四
ツ
輪
の
車
に
乗
せ
、十
二
三
歳
の
童
子
、衆
多（
あ
ま
た
）

の
人
数
に
て
、
行
列
の
先
き
に
推
す
、
上
古
大
隅
の
隼
人
を
征
討
の
故
事
な
り
と
い

へ
り
」（『
三
国
名
勝
図
会
』）

　

大
小
の
太
刀
を
挿
し
た
一
丈
余
の
弥
五
郎
人
形
を
作
っ
て
四
輪
車
に
乗
せ
、
多
く

の
児
童
に
曳
か
せ
る
浜
殿
下
り
は
こ
れ
は
大
隅
の
隼
人
征
討
の
故
事
を
表
し
て
い
る

と
し
て
い
る
。

（
二
）　

放
生
会

①　

別
当
弥
勒
寺　
（「
山
之
口
御
糺
帳
」）

　

地
頭
仮
屋
元
よ
り
巳
之
方
当
り
壱
里
五
町

廿
七
間
（
略
）
立
像
冠
装
束
左
手
ニ
正
剣
右

手
ニ
玉
之
形
持
玉
フ
（
略
）

一
宝
殿
三
間
四
面
小
板
葺
板
敷
三
方
縁
箱
棟

（
略
）

一
鳥
居
二
宇

一
仁
王
門
壱
宇

　

右
御
物
御
修
甫
所

一
十
月
廿
五
日
御
祭

　

右
は
御
物
よ
り
御
祭
米
壱
斗
七
升
五
合
相

渡
り
申
候
、
放
生
会
御
祭
ニ
付
宝
殿
内
別
当
弥
勒
寺
住
持
よ
り
相
勤
、
社
前
社
人
相

勤
申
候
、
無
住
之
砌
は
外
寺
住
持
よ
り
宝
殿
内
相
勤
候

　

文
政
七
年
申
六
月
の
「
山
之
口
御
糺
帳
」
に
的
野
正
八
幡
宮
の
放
生
会
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
る
。

　

的
野
正
八
幡
宮
の
別
当
弥
勒
寺
は
十
月
二
十
五
日
の
御
祭
（
浜
殿
下
り
）
の
と
き
、

藩
か
ら
祭
り
米
一
斗
七
升
五
合
が
給
さ
れ
、
別
当
弥
勒
寺
住
持
と
社
人
が
放
生
会
を

勤
め
、
無
住
の
と
き
は
外
寺
の
住
職
が
行
う
と
あ
る
。「
古
今
山
之
口
記
録
」
に
も
同

様
の
記
述
が
あ
る
。

（
三
）　

放
生
会

　

放
生
会
と
は
肉
食
を
禁
じ
た
仏
教
思
想
に
基
づ
き
、
仁
愛
を
示
す
も
の
と
し
て
国

家
の
主
導
の
も
と
に
魚
や
鳥
を
解
き
放
っ
て
生
を
全
う
さ
せ
る
仏
教
儀
礼
。
河
川
や

神
社
・
仏
寺
の
放
生
池
で
、
六
斎
日
、
国
家
法
会
、
天
皇
の
病
気
平
癒
、
葬
送
・
忌

隼人の乱1300年祭
山之口弥五郎どん参加（令和４年10月15日）

富吉小児童に曳かれる弥五郎どん（令和４年11月３日）
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日
法
会
な
ど
に
際
し
て
実
施
さ
れ
、
の
ち
に
は
民
間
で
も
河
川
や
神
社
・
仏
寺
で
行

わ
れ
た
。（
中
略
）　

日
本
で
は
、『
扶
桑
略
記
』
に
敏
達
天
皇
七
年
に
は
じ
め
て
行
っ

た
と
あ
り
、
六
七
六
年
（
天
武
天
皇
五
）
諸
国
に
放
生
を
行
わ
せ
、
六
八
九
年
（
持

統
天
皇
三
）
に
行
っ
た
こ
と
が
、
静
岡
県
浜
松
市
の
伊
場
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡

に
み
え
る
。
六
九
七
年
（
文
武
天
皇
元
）
八
月
の
天
皇
即
位
に
詔
し
て
、
毎
年
諸
国

方
生
を
行
う
と
定
め
、
七
二
六
（
神
亀
三
）
六
月
に
は
元
正
太
上
天
皇
不
豫
に
際
し
、

諸
国
で
放
生
せ
し
め
る
な
ど
、
国
家
行
事
と
し
て
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
特
に
八
幡

信
仰
と
習
合
し
て
、七
二
〇
年
（
養
老
四
）
宇
佐
大
神
の
託
宣
に
よ
り
放
生
が
行
わ
れ
、

山
城
国
の
石
清
水
八
幡
宮
で
は
八
六
三
年
（
貞
観
五
）
よ
り
毎
年
八
月
十
五
日
に
行

わ
れ
、
九
四
八
年
（
天
延
二
）
勅
祭
と
な
り
、
九
七
四
年
（
天
延
二
）
に
節
会
に
準

じ
た
。（『
日
本
民
俗
大
辞
典
下
』）

（
四
）　

和
間
神
社
の
放
生
会　

大
分
県
豊
後
高
田

　

こ
の
地
は
神
武
天
皇
東
征
の
寄
港
地
で
あ
り
、
神

功
皇
后
の
三
韓
征
伐
の
と
き
軍
船
を
造
ら
れ
る
な
ど

宇
佐
神
宮
と
共
に
古
い
神
蹟
で
あ
る
。
養
老
三
年

（
七
一
九
）
南
九
州
の
隼
人
の
乱
を
鎮
め
る
た
め
国

司
は
宇
佐
神
宮
を
奉
じ
て
軍
を
進
め
滅
ぼ
し
た
。
こ

の
た
め
隼
人
族
の
恨
み
か
ら
様
々
な
災
厄
が
現
れ
た

こ
と
か
ら
、
勅
命
で
慰
霊
の
祭
り
を
放
生
会
と
称
し

て
行
う
こ
と
に
し
た
。
現
今
、
全
国
の
神
社
で
秋
に

放
生
会
を
行
う
が
、
天
平
十
六
年
（
七
四
三
）
宇
佐
神
宮
が
古
代
か
ら
の
神
域
和
間

の
地
で
大
祭
を
行
っ
た
の
が
、
放
生
会
で
あ
り
和
間
神
社
の
起
こ
り
で
あ
る
。（
和
間

神
社
由
緒
）

（
五
）　

弥
五
郎
人
形
の
朱
面

　
『
三
国
名
勝
図
会
』
に
「
大
人
弥
五
郎
と
呼
で
、
朱
面
を
被
ふ
り
」、『
名
勝
志
御
糺

方
ニ
付
取
調
帳
』
に
も
「
弥
五
郎
長
壱
丈
弐
尺
余
、
右
は
赤
塗
大
面
を
付
、
梅
染
広

袖
帷
子
着
」、『
古
今
山
之
口
記
録 

元
』
に
「
弥
五
郎
殿
支
度
之
事　

一
赤
大
面　

一

布
大
帷
子
梅
染
広
袖
」
と
し
て
い
る
。
日
南
市
田
ノ
上
八
幡
神
社
の
弥
五
郎
人
形
も

朱
面
を
着
け
て
い
る
。

　

朱
面
の
理
由
を
『
日
向
国
史
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
今
も
古
墳
墓
の

側
よ
り
往
往
に
し
て
発
見
せ
ら
る
る
埴
輪
土
偶
の
中
に
は
、
朱
丹
を
頬
に
加
え
て
暈く

ま

扶ど
り

す
る
こ
と
恰
も
頬
紅
を
施
し
た
が
如
き
あ
り
。
よ
り
て
人
或
は
我
が
日
本
民
族
の

古
へ
に
亦
此
の
俗
あ
り
し
を
云
為
す
も
の
あ
れ
ど
然
ら
ず
。
此
の
埴
輪
土
偶
は
蓋
し

も
と
貴
紳
の
近
習
の
態
を
模
と
た
る
も
の
に
し
て
、
隼
人
多
く
出
て
て
之
に
役
せ
ら

れ
た
り
も
の
な
れ
ば
、
埴
輪
土
偶
の
面
に
朱
丹
を
加
え
る
も
の
は
、
蓋
し
其
の
墓
の

主
た
る
貴
紳
の
従
者
た
り
し
隼
人
の

風
を
表
は
し
た
り
し
と
解
す
べ
き
な

り
」
こ
の
よ
う
に
朱
面
は
貴
紳
の
従

者
だ
っ
た
隼
人
を
表
し
た
も
の
と
解

す
べ
き
と
断
定
し
て
い
る
。

　

弥
五
郎
ど
ん
祭
り
保
存
会
は
弥
五

郎
の
面
を
四
面
保
有
し
て
い
る
。
額

か
ら
頬
に
か
け
て
割
れ
補
修
し
て

あ
る
赤
面
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
か
ら

明
治
初
期
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
昭
和

五
十
七
年
地
元
の
黒
木
俊
美
氏
が
彫

刻
し
た
赤
面
、
こ
れ
は
や
や
小
振
り

で
重
く
平
成
十
四
年
ま
で
使
用
さ
れ

和間神社の浮殿
（豊後高田市　平成22年10月４日）

白面（明治～
昭和 57 年まで使用）

赤面（江戸時代～
明治初期まで使用）
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た
。
弥
五
郎
ど
ん
館
の
正
面
中
央
、
弥
五
郎
ど
ん
人
形
に
着
け
て
あ
る
。
平
成
十
五

年
館
の
オ
ー
プ
ン
に
合
せ
高
千
穂
町
工
藤
面
師
に
依
頼
し
て
作
っ
た
赤
面
で
、
サ
イ

ズ
を
少
し
大
き
く
し
桐
材
で
彫
っ
た
。
現
在
使
用
。
展
示
場
に
白
面
の
弥
五
郎
面
が

あ
る
。
明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
の
頃
か
ら
昭
和
五
十
七
年
ま
で
使
用
、
し
か
し
、
古

文
書
に
赤
面
と
記
述
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
面
着
用
を
止
め
る
こ
と
に
し
黒
木
俊

美
氏
に
彫
刻
を
依
頼
し
た
。

　

白
面
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
が
、
廃
仏
毀
釈
に
伴
っ
て
「
朱
面
を

白
面
に
替
え
た
の
は
、
的
野
正
八
幡
宮
を
圓
野
神
社
に
改
号
し
た
平
田
篤
胤
派
の
国

学
を
信
奉
し
て
い
た
神
官
た
ち
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
廃

仏
毀
釈
の
と
き
江
戸
時
代
に
使
用
し
て
い
た
赤
面
を
割
っ
た
（
補
修
）
と
推
測
す
る
。

（『
日
向
の
弥
五
郎
人
形
行
事
調
査
報
告
書
』）

（
六
）　

弥
五
郎
人
形
衣
装
の
紋

　

弥
五
郎
人
形
衣
装
の
「
九
つ
星
車
」
に
似
た
紋
が
記
し
て
あ
る
。
家
紋
に
「
月
星
、

星
、
曜
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
日
月
星
辰
は
こ
の
世
に
光
を
与
え
万
物
を
育
む
こ
と

か
ら
、
古
代
人
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。「
曜
」
は
光
り
輝
く
と
い
う
意
味
で

こ
れ
は
日
月
星
辰
す
べ
て
を
含
め
て
い
う
。
家
紋
に
七
曜
紋
、
九
曜
紋
、
十
曜
紋
な

ど
が
あ
り
、一
個
の
大
円
を
中
心
に
八
個
の
小
円
が
こ
れ
を
囲
む
。（『
家
紋
大
図
鑑
』）

飫
肥
伊
東
氏
の
家
紋
は
九
曜
紋
、「
古
今
山
之
口
記

録 

元
」
に
「
先
年
飫
肥
領
之
節
は
伊
東
家
之
氏
神

ニ
て
知
行
高
五
百
石
寄
付
有
之
、
宝
殿
箱
棟
ニ
は

伊
東
家
之
紋
庵
ニ
木
瓜
九
曜
之
紋
為
有
之
由
ニ
候
」

と
あ
り
、
四
十
年
間
三
俣
院
を
領
し
て
い
た
伊
東

氏
は
的
野
正
八
幡
宮
を
同
家
の
氏
神
と
祀
り
、
米

蔵
に
は
庵
木
瓜
と
九
曜
紋
を
つ
け
て
い
た
。
弥
五

郎
人
形
衣
装
の
紋
は
九
曜
紋
の
中
心
大
円
と
周
り
の
八
つ
の
小
円
を
線
で
結
び
、
九

曜
紋
に
似
る
。
も
し
か
す
る
と
伊
東
家
家
紋
を
考
慮
し
て
付
け
た
の
か
。

四　

山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
の
実
際

（
一
）　

令
和
四
年
の
山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り

　

開
催
日
時　

十
一
月
三
日
（
木
）　

午
前
八
時
～
一
五
時

　

会　
　

場	

弥
五
郎
ど
ん
館
、
的
野
正
八
幡
宮
、
的
野
農
村
公
園　

周
辺

　

８
時
00
分	

弥
五
郎
ど
ん
の
館
集
合　

装
束
着
付
け

	

仮
殿
組
立
、
人
形
組
立
、
面
、
衣
装
着
付
け
、
注
連
縄
作
り

　

10
時
15
分	

�

神
事　

的
野
正
八
幡
宮
、
大
祓
い
、
宮
司
一
拝
、
開
扉
、
献
饌
、
宮

司
祝
詞
奏
上
、
玉
串
奉
奠
（
宮
司
・
市
長
・
役
員
・
来
賓
）

　

11
時
00
分	

来
賓
昼
食

　

11
時
30
分	

浜は

殿ま

下
り　

花
火
、
馬
方
歌

　

12
時
00
分	

神
事　

弥
五
郎
ど
ん
の
館

　

12
時
20
分	

舞

　
　
　
　
　
　
　

①
浦
安
の
舞

	

名
誉
会
長
、
保
存
会
長　

挨
拶
、
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

②
神
楽

	

郷
土
芸
能
奉
納

　
　
　
　
　
　
　

冨
吉
小
学
校
芸
能
踊
り

　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
棒
踊
り

　
　
　
　
　
　
　
　

２
、
俵
踊
り

	

六
十
田
剣
舞　

中
原
太
郎
踊
り　

正
近
棒
踊
り　

桑
原
奴
踊
り

	

弥
五
郎
ど
ん
音
頭

　

15
時
00
分	
神
事　

弥
五
郎
ど
ん
館

弥五郎どんの衣装にある紋
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15
時
15
分　

御
神
幸
行
列　

的
野
正
八
幡
宮
へ
還
幸

弥
五
郎
ど
ん
帰
社　

舞
や
民
俗
芸
能
な
ど
の
奉
納
が
終
わ
る
午
後
三

時
頃
、
馬
方
節
が
流
れ
る
と
浜
殿
下
り
と
同
じ
隊
列
が
組
ま
れ
正
八

幡
宮
へ
帰
っ
て
い
く
。

　

15
時
30
分　

神
事　

的
野
正
八
幡
宮

　

15
時
50
分　

行
列
が
到
着
す
る
と
神
事
が
行
わ
れ
祭
り
の
全
て
が
終
わ
る
。

（
二
）　

浜
殿
下
り
隊
列

〇
厄
祓
い
の
獅
子
舞　

一
組　
　

　

二
人
使
い
の
獅
子
舞
が
浜
殿
下
り
を
先
導
す
る
弥
五
郎
ど
ん
の
周
囲
を
舞
う
。

神
宮
参
道
に
詰
め
か
け
た
参
観
集
団
を
見
か
け
る
と
そ
こ
に
行
き
、
親
に
抱
か
れ

た
幼
児
の
手
や
頭
を
軽
く
咬
ん
で
、
健
や
か
な
成
長
祈
願
と
厄
祓
い
を
す
る
。
参

観
の
人
々
は
獅
子
の
大
き
な
口
に
賽
銭
を
入
れ
、
無
病
息
災
、
家
内
安
全
、
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る
。

〇
大
麻　

神
職
一
名

　

烏
帽
子
に
白
装
束
の
神
職
が
弥
五
郎
ど
ん
の
前
を
歩
き
な
が
ら
大お

お

麻ぬ
さ

で
祓
い
を

す
る
。

〇
弥
五
郎
ど
ん
御
神
体

　

四
輪
の
台
車
に
乗
っ
た
弥
五
郎
ど
ん
人
形

は
、
的
野
正
八
幡
宮
の
祭
神
で
あ
る
三
基
の

神
輿
を
堂
々
と
先
導
す
る
。
後
方
に
富
吉
小

女
子
児
童
が
続
く
。

〇
御
神
馬
（
荷
駄
）　

馬
方
四
名

　

御
神
馬
は
昔
、
荷
駄
と
言
い
『
山
之
口
名

勝
志
』
に
は
「
小
荷
駄
」
と
記
し
て
あ
る
。

馬
方
は
バ
ッ
チ
ョ
笠
（
竹
皮
・
竹
ひ
ご
製
）

を
被
り
、
紺
の
衣
装
を
ま
と
い
、
黒
足
袋
に

ワ
ラ
草
履
を
履
く
。
四
人
の
馬
方
は
旅
道

具
を
鞍
に
乗
せ
た
神
馬
に
付
く
。
的
野
正
八
幡
宮
で
の
神
事
が
済
む
と
、（
花
火
）　

馬
方
が
馬
方
節
の
一
節
を
歌
い
、
終
わ
る
と
手
綱
を
引
き
馬
方
節
を
歌
い
な
が
ら

行
列
の
進
行
を
務
め
る
。

　
　

馬
方
節

　

一�　

こ
こ
を
立
つ
立
つ
、
こ
の
調
で
立
て
ば
、

先
も
栄
え
る
、
い
よ
後
も
栄
え
る

　

二�　

神
の
お
い
せ
の
、
お
払
い
箱
よ
、
見
れ

ば
そ
の
日
の
、
い
よ
人
と
な
る

　
　
（
中
略
）

　

八�　

揃
た
、
揃
た
よ
、
人
足
揃
た
、
稲
の
出

穂
よ
り
ゃ
、
い
よ
又
揃
た

　

九�　

今
朝
出
た
馬
子
が
、
今
こ
そ
も
ど
る
、

い
さ
み
の
声
き
て
、
茶
わ
か
し
な
さ
れ

〇
神
榊　

巫
女
二
名

俵踊り　富吉小児童
（令和４年 11 月３日）

浦安の舞　山之口中生徒
（令和２年 11 月３日）

神職が浜殿下りを大麻で祓う（令和４年11月３日）神馬の手綱を引き馬方節を唄う馬方
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白
装
束
を
身
に
ま
と
っ
た
巫
女
二
名
が
神
榊
を
持
っ
て
下
る
。

〇�
氏
子
総
代
長
、
祭
り
保
存
会
長
、
都
城
市
長
（
名
誉
会
長
）
が
祭
り
の
法
被
を
着

用
し
て
浜
殿
下
り
に
参
列
す
る
。

〇
猿
田
彦　

二
名

　

猿
田
彦
は
悪
鬼
邪
霊
を
打
ち
払
っ
て
露
払
い
を
す
る
い
わ
れ
、
浜
殿
下
り
の
道

案
内
を
務
め
る
。
烏
兜
に
毛
頭
、
朱
の
鼻
高
面
を
着
け
、
萌
黄
地
に
青
海
波
の
袴
、

金
襴
地
の
狩
衣
を
ま
と
う
。
白
木
の
高
下
駄

を
履
き
手
鉾
を
右
手
に
持
ち
、
三
基
の
神
輿

の
道
案
内
を
す
る
。

〇
御
神
旗　

一
名

　

白
衣
に
白
袴
を
着
け
、
御
神
旗
と
と
も
に

神
輿
を
先
導
す
る
。
御
神
旗
に
は
社
紋
で
あ

る
向
か
い
合
う
二
羽
の
鳩
、
的
野
正
八
幡
宮

の
文
字
が
記
し
て
あ
る
。
家
内
安
全
、
無
病

息
災
、
福
徳
円
満
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

〇
笛　

一
名
（
神
職
）

　
　

道
楽
の
笛
を
吹
く
。

〇
太
鼓　

三
名
（
内
一
名
は
神
職
）

　
　

神
職
が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
神
輿
を
導
く
。

〇
浦
安
の
舞　

巫
女
四
名

　

町
内
各
地
区
公
民
館
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
山
之
口
中
女
子
生
徒
。
緋
袴
に
千
草

色
の
舞
衣
を
ま
と
い
、
花
か
ん
ざ
し
を
挿
す
。
檜
扇
を
持
つ
。

〇
神
楽
舞　

数
名

　
　

白
衣
に
白
袴
を
着
け
、
御
神
旗
と
も
に
神
輿
を
先
導
す
る
。

〇
御
神
輿　

三
基

　

第
一
の
神
輿
（
応
神
天
皇
）、
第
二
の
神

輿
（
玉
依
姫
命
）、第
三
の
神
輿
（
神
功
皇
后
）

の
担
ぎ
手
は
、
町
内
各
公
民
館
長
か
ら
推
薦
、

烏
帽
子
を
被
り
、
白
張
の
上
着
、
袴
を
着
用

し
て
四
人
で
一
基
を
担
ぐ
。
富
吉
小
、
山
之

口
小
、
麓
小
の
三
校
の
女
子
児
童
が
紫
の
袴

と
狩
衣
を
着
け
、
三
基
の
神
輿
を
囲
み
浜
殿

下
り
に
参
加
す
る
。

〇
神
職　

一
名

〇
氏
子
総
代　

九
名
（
奉
賛
会
）

　

的
野
正
八
幡
宮
の
氏
子
総
代
（
四
名
）
や
町
内
各
神
社
の
氏
子
総
代
（
五
名
）

が
神
職
と
共
に
浜
殿
下
り
に
参
加
す
る
。

〇
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
保
存
会
員

　

祭
り
に
携
わ
る
運
営
委
員
や
実
行
委
員
な
ど
約
五
十
名
が
法
被
を
着
用
し
て
浜

殿
下
り
に
参
加
す
る
。

〇
一
般
参
列
者

　

参
道
の
住
民
や
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
参
観
人
が
行
列
の
後
に
続
く
。

〇
御
手
洗
池
の
池
之
尾
神
社
到
着

　
　

池
之
尾
神
社
祭
神
は
応
神
天
皇
の
母
親
。

　
　

神
輿
三
基
を
安
置
、
神
事

〇
八
幡
馬
場
（
射
場
）
で
の
芸
能
奉
納

　

浦
安
の
舞
、
富
吉
小
児
童
の
郷
土
芸
能
保
存
会
に
よ
る
棒
踊
り
や
俵
踊
り
、
麓

地
域
の
六
十
田
剣
舞
、
中
原
太
郎
踊
り
、
正
近
棒
踊
り
、
桑
原
奴
踊
り
、
弥
五
郎

ど
ん
音
頭
な
ど
郷
土
芸
能
が
奉
納
さ
れ
た
。

御神輿３基

池之尾神社に到着した弥五郎どん
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（
三
）　

弥
五
郎
ど
ん
祭
り
と
奉
賛
芸
能

　

浜
殿
下
り
で
的
野
正
八
幡
宮
の
御
神
体
を
先
導
す
る
弥
五
郎
人
形
は
、
南
九
州
に

残
る
大
人
（
お
お
ひ
と
）
信
仰
の
一
つ
で
あ
る
。

　
「
日
向
の
弥
五
郎
人
形
行
事
」
は
、「
八
幡
系
の
神
社
の
秋
祭
り
に
登
場
す
る
も
の

で
、
我
が
国
に
あ
ま
ね
く
伝
播
し
て
い
る
八
幡
信
仰
の
地
方
的
展
開
を
解
明
す
る
上

で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
習
俗
で
あ
る
た
め
、
記
録
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と

し
、
平
成
元
年
二
月
二
十
七
日
付
け
で
、
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の

民
俗
文
化
財
と
し
て
文
化
庁
か
ら
選
択
さ
れ
て
い
る
。

　

身
近
に
あ
る
文
化
財
は
先
祖
が
残
し
て
く
れ
た
貴
重
な
文
化
遺
産
で
、
当
時
の
生

活
や
文
化
を
今
に
伝
え
て
く
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
る
。
山
之
口
町
内
に

は
数
多
く
の
伝
統
芸
能
な
ど
の
文
化
遺
産
が
残
さ
れ
て
お
り
保
存
・
振
興
に
努
め
て

い
る
。
毎
年
十
一
月
三
日
に
行
わ
れ
る
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
で
は
、
山
之
口
中
学
校
女

子
生
徒
に
よ
る
「
浦
安
の
舞
」
や
神
楽
保
存
会
の
「
神
楽
舞
」
を
は
じ
め
、
富
吉
小

学
校
児
童
に
よ
る
「
棒
踊
り
」「
俵
踊
り
」
の
ほ
か
「
中
原
太
郎
踊
り
」「
正
近
棒
踊
り
」

「
桑
原
奴
踊
り
」「
乗
平
矢
旗
踊
り
」「
下
富
吉
そ
ば
切
り
踊
り
」
な
ど
地
域
で
伝
承
さ

れ
て
き
た
民
俗
芸
能
が
奉
納
さ
れ
る
。

　

次
に
祭
り
へ
奉
賛
さ
れ
る
芸
能
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

①　

浦
安
の
舞

四
人
舞
。
山
之
口
中
学
校
女
子
生
徒
の
演
舞
、
舞
は
「
扇
の
舞
」
と
「
鈴
の
舞
」

の
二
部
構
成
で
、
的
野
正
八
幡
宮
の
神
々
に
奉
納
す
る
。

②　

富
吉
小
学
校
子
ど
も
芸
能
保
存
会
に
よ
る
芸
能
披
露

（
１
）
棒
踊
り　

芸
態
等
は
「（
四
）　

地
域
の
郷
土
芸
能
」
参
照
。

（
２
）
俵
踊
り

踊
り
手
一
二
名
、
三
味
線
二
名
、
太
鼓
一
名
。
直
径
一
六
㌢
、
長
さ
三
六
㌢
の

米
俵
を
持
つ
。
三
味
線
・
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
俵
を
左
肩
に
担
っ
て
登

場
し
二
列
縦
隊
で
正
面
を
向
く
。
各
自
の
俵
を
投
げ
順
送
り
し
一
ヵ
所
に
積
み

上
げ
、
う
ち
わ
で
踊
っ
て
積
ん
だ
俵
を
投
げ
元
に
戻
す
。

③　

神
楽
舞　

圓
野
神
社(

現
的
野
正
八
幡
宮)

神
楽
は
、
明
治
、
大
正
の
時
代
に
途
絶
え
都
城

市
郡
元
町
の
稲
荷
神
社
神
職
二
人
か
ら
習
っ
た
。
昭
和
十
四
、五
年
頃
途
絶
え
昭
和

五
十
八
年
か
ら
五
十
九
年
に
か
け
て
的
野
正
八
幡
宮
が
神
楽
舞
保
存
会
を
結
成
し

た
。
昭
和
六
十
年
に
再
び
稲
荷
神
社
か
ら
指
導
を
受
け
復
活
さ
せ
た
。

（
１
）
双
剣
の
舞

　

正
座
の
形
で
右
手
の
親
指
を
立
て
、
剣
を
握
り
「
五
印
」
を
結
び
五
方
位
の
順
で

祭りが終わり神社へ帰る弥五郎どん

池之尾神社での神事（令和４年 11 月３日）
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踏
み
、跳
躍
を
交
え
て
剣
を
正
面
に
し
て
舞
う
。つ
ぎ
に
剣
の
中
ほ
ど
を
持
っ
て
舞
い
、

さ
ら
に
剣
の
切
っ
先
へ
と
移
す
。
最
後
に
剣
の
柄
を
取
り
左
右
に
切
り
払
っ
て
舞
い
、

悪
魔
払
い
を
し
て
神
の
霊
を
鎮
め
無
病
息
災
・
家
内
安
全
・
福
徳
円
満
を
祈
願
す
る
。

（
２
）
片
刀
の
舞

　

一
人
舞
。
修
験
に
扮
し
た
舞
手
が
鈴
を
右
手
に
持
ち
、
剣
を
正
眼
の
構
え
か
ら
剣

中
刀
を
握
り
、
次
に
剣
先
へ
と
握
り
を
移
し
舞
っ
て
い
く
。
最
後
に
剣
の
柄
を
取
り

左
右
に
切
り
払
っ
て
神
の
霊
を
鎮
め
、
悪
魔
払
い
を
し
て
人
々
の
無
病
息
災
祈
願
す

る
。

（
３
）
田
の
神
舞

　

一
人
舞
。
大
き
な
鼻
と
口
を
開
け
た
面
を
着
け
、

舞
は
田
植
え
の
時
の
姿
そ
の
ま
ま
に
前
か
が
み
で
腰

を
折
り
、
腰
に
幣
竹(

ひ
ら
た
け)

を
二
本
差
し
、

股
を
高
く
上
げ
て
田
ん
ぼ
か
ら
引
き
抜
き
、
足
先
か

ら
前
に
踏
み
込
ん
で
リ
ズ
ム
よ
く
踊
っ
て
い
く
。
手

に
は
鈴
、め
し
げ(

杓
文
字)

、扇
を
持
つ
。無
病
息
災
・

五
穀
豊
穣
・
農
耕
安
全
を
祈
願
す
る
。

（
４
）
手
力
の
舞

　

一
人
舞
。
扇
と
幣
竹(

五
〇
㌢
位)

を
手
に
持
ち
、

周
囲
を
ま
わ
り
な
が
ら
数
回
激
し
く
足
踏
み
を
繰
り

返
し
て
、
邪
気
を
祓
い
鎮
め
幣
竹
に
て
左
・
右
に
丸

く
祓
い
清
め
て
舞
い
納
め
る
。

（
５
）
宮
毘
の
舞

　

一
人
舞
。
両
手
に
約
五
〇
㌢
の
幣
付
榊
を
持
っ
て
、

呪
文
を
唱
え
な
が
ら
、
左
回
り
に
三
回
、
次
に
右
回

り
に
三
回
ま
わ
る
。
初
め
は
小
さ
く
、
後
は
大
き
く

回
る
。
そ
の
次
に
右
手
に
扇
、
左
手
に
は
二
本
の
榊
を
持
っ
て
同
じ
よ
う
に
神
楽
歌

を
唱
え
な
が
ら
左
、
右
に
三
回
ま
わ
り
な
が
ら
、
延
命
長
寿
・
福
徳
円
満
・
家
内
安

全
を
祈
願
す
る
。

（
６
）
薙
刀
の
舞

　

一
人
舞
。
薙
刀
を
持
っ
て
地
を
鎮
め
天
空
を
切
り
払
い
、
五
方
位
を
祓
い
浄
め
、

周
囲
の
悪
魔
を
退
散
さ
せ
、
鎮
魂
除
災
を
祈
願
す
る
。

（
四
）　

地
域
の
郷
土
芸
能

①　

正
近
棒
踊
り

　

面
組
一
七
名
、
三
尺
棒
八
名
、
六
尺
棒
四
名
、
歌

組
三
名
、
旗
持
二
名
。
古
老
の
歌
に
合
せ
て
三
尺
棒

と
六
尺
棒
が
激
し
く
打
ち
下
ろ
し
勇
壮
に
踊
る
。
疫

病
退
散
を
祈
る
。

②　

桑
原
奴
踊
り

　

一
五
名
。
日
の
丸
扇
子
を
持
つ
。
踊
り
は
出
端
、

中
踊
り
、
入
端
で
構
成
。
三
味
線
、
太
鼓
に
合
わ
せ
、

両
手
に
開
扇
を
持
ち
、
軽
や
か
な
テ
ン
ポ
で
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
踊
る
。
稲
虫
退
散
、
五
穀
豊
穣
を
願
う
。

③　

乗
平
矢
旗
踊
り

　

踊
手(

太
鼓
担
ぎ)

八
名
、
本
鉦
一
名
、
入
鉦
二
名
、

歌
組
四
、五
名
、
旗
持
若
干
名
。
大
中
小
の
鉦
を
持
つ

鉦
組
を
囲
み
、
腹
部
に
太
鼓
、
背
に
三
㍍
程
の
矢
旗

を
負
い
、
唄
と
鉦
に
合
わ
せ
て
太
鼓
を
激
し
く
打
ち

鳴
ら
し
勇
壮
に
踊
る
。
五
穀
豊
穣
を
願
う
。

④　

中
原
太
郎
踊
り

田の神舞宮毘の舞

正近棒踊り桑原奴踊り
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カ
マ
バ
レ
（
鎌
払
い
）
二
人
、
鍬
二
人
、
ア
ン
ジ
ョ
（
長
男
）、
ベ
ブ
（
牛
）、
ジ

ナ
ン
ボ
（
次
男
）、
テ
チ
ョ
（
父
親
）、
火
ゴ
テ
、
チ
ョ
ン
チ
ョ
コ
ベ
（
踊
り
子
）、
太

鼓
一
名
、
拍
子
木
一
名
が
こ
の
順
で
登
場
し
、
ベ
ブ
を
中
心
に
円
陣
を
つ
く
り
、
太

鼓
と
拍
子
木
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
歌
い
踊
る
。
豊
作
を
願
う
。

⑤　

下
富
吉
の
ソ
バ
切
り
踊
り

　

ソ
バ
打
ち
二
名
、
三
味
線
三
名
、
太
鼓
一
名
、
拍
子
木
一
名
、
客
四
名
。
演
技
者

全
員
が
台
詞
は
都
城
弁
の
ア
ド
リ
ブ
、
面
白
お
か
し
く
身
振
り
手
振
り
で
表
現
し
、

笑
い
を
誘
い
な
が
ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
踊
る
。

（
五
）　

山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
保
存
会
規
約

山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
保
存
会
規
約　

（
名
称
及
び
事
務
局
）

第
一
条�　

本
会
は
、
山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
保
存
会
と
称
し
、
事
務
局
を
都
城
市

教
育
委
員
会
山
之
口
生
涯
学
習
課
に
置
く
。

（
組
織
）

第
二
条　

本
会
は
、
都
城
市
民
及
び
こ
れ
に
賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

（
目
的
）

第
三
条�　

本
会
は
、
祖
先
が
残
し
た
伝
統
の
郷
土
芸
能
「
山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
」

を
正
し
く
継
承
し
、
都
城
市
民
み
ん
な
の
貴
重
な
文
化
的
財
と
し
て
、
豊
か

な
心
と
連
帯
感
を
培
い
な
が
ら
、
こ
れ
を
長
く
後
世
に
伝
え
、
大
切
に
保
存

伝
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）

第
四
条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
う
。

　

（
１
）
郷
土
芸
能
の
調
査
研
究

　

（
２
）
正
し
い
指
導
及
び
後
継
者
の
育
成

　

（
３
）
諸
用
具
の
調
度　

整
備　

保
存

　

（
４
）
祭
り
の
公
開

　

（
５
）
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

（
役
員
の
任
期
）

第
五
条�　

本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。
但
し
、
役
員
の
任
期
は
三
年
と
し
再
任
を
妨

げ
な
い
。
尚
、
補
欠
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

　

会
長
一
名　

副
会
長
四
名　

書
記
会
計
一
名　

監
査
二
名　

理
事
十
名　

顧
問
若
干
名　

名
誉
会
長
一
名

（
役
員
の
任
務
）

第
六
条　

役
員
の
任
務
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

（
１
）
会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
括
す
る
。

　
　

（
２�

）
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、会
長
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
行
す

る
。

　
　

（
３
）
理
事
は
会
務
を
処
理
し
、
事
業
の
執
行
に
当
た
る
。

　
　

（
４
）
運
営
委
員
は
会
の
運
営
、
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
会
長
に
具
申
を
行
う
。

　
　

（
５
）
書
記
会
計
は
本
会
の
庶
務
会
計
を
す
る
。

　
　

（
６
）
監
査
は
本
会
を
監
査
し
、
結
果
を
総
会
に
お
い
て
報
告
す
る
。

（
役
員
の
選
出
）

第
七
条　

本
会
の
役
員
は
理
事
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。

　
　

二　

副
会
長
及
び
監
査
は
、
各
地
域
公
民
館
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

　
　

三　

各
地
域
の
保
存
会
長
は
、
地
域
公
民
館
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

　
　

四�　

各
地
域
の
保
存
副
会
長
、
理
事
及
び
運
営
委
員
は
、
地
域
公
民
館
長
の
推

薦
に
よ
る
。

　
　

五�　

祭
り
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し
各
部
ご
と
に
部

長
、
副
部
長
、
部
員
を
お
く
。
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（
会
議
）

第
八
条　

会
議
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

（
１
）
理
事
会

　
　

（
２
）
運
営
委
員
会

　
　

（
３
）
実
行
委
員
会

（
経
費
）

第
九
条�　

本
会
の
運
営
に
要
す
る
経
費
は
、
保
存
会
費
、
寄
付
金
、
補
助
金
及
び
そ

の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

（
予
算
及
び
決
算
）

第
十
条�　

本
会
の
予
算
及
び
決
算
は
、
理
事
会
に
お
い
て
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
会
計
年
度
）

第
十
一
条�　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
に

終
わ
る
。

参
考
資
料

・
山
之
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
山
之
口
町
史
』
山
之
口
町
長　

昭
和
四
十
九
年

・『
宮
崎
県
神
社
誌
』
宮
崎
県
神
社
庁　

昭
和
六
十
三
年

・『
三
国
名
勝
図
会
（
第
三
巻
）』
青
潮
社　

昭
和
五
十
七
年

・�『
宮
崎
縣
史
蹟
調
査
（
復
刻
版
）
第
一
～
八
輯
』
宮
崎
県
内
務
部　

西
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協

会　

昭
和
五
十
八
年

・�「
古
今
山
之
口
記
録　

元
」『
近
世
山
之
口
町
郷
土
史
料
』
都
城
市
教
育
委
員
会
山
之
口
生
涯
学
習

課　

平
成
十
八
年

・�「
名
勝
志
御
糺
方
ニ
付
取
調
帳
（
山
之
口
御
糺
帳
）」『
近
世
山
之
口
町
郷
土
史
料
』
都
城
市
教
育

委
員
会
山
之
口
生
涯
学
習
課　

平
成
十
八
年

・
福
田
ア
ジ
オ
他
編
『
日
本
民
俗
大
辞
典　

下
』
吉
川
弘
文
館　

平
成
十
二
年

・
喜
田
貞
吉
・
日
高
重
孝
『
日
向
国
史　

上
巻
』
名
著
出
版　

昭
和
四
十
八
年

・�

日
向
の
弥
五
郎
人
形
行
事
記
録
保
存
調
査
委
員
会
『
日
向
の
弥
五
郎
人
形
行
事
記
録
保
存
調
査
報

告
書
』
都
城
市
教
育
委
員
会
山
之
口
生
涯
学
習
課　

平
成
十
九
年

・
丹
羽
基
二
『
家
紋
大
図
鑑
』
秋
田
書
店　

昭
和
五
十
三
年

山之口弥五郎どん

弥五郎どん後頭部の三叉鉾
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第
二
節　

田
ノ
上
八
幡
神
社
の
弥
五
郎
さ
ま
祭

一　

日
南
市
概
要

　

宮
崎
県
の
南
部
に
位
置
す
る
。
東
は
日
向
灘
に
面
し
、
南
と
西
は
串
間
市
、
西
は

牛
の
峠
（
九
一
八
㍍
）
を
境
に
し
て
都
城
市
、
北
西
は
北
諸
県
郡
三
股
町
、
北
は
宮

崎
市
に
接
す
る
。
鰐
塚
山
（
一
一
一
八
・
一
㍍
）
を
源
流
と
す
る
広
渡
川
は
南
下
し
て

市
内
に
入
り
梅
ヶ
浜
で
日
向
灘
に
流
れ
込
む
。
西
部
の
酒
谷
赤
石
を
水
源
と
す
る
酒

谷
川
は
、
旧
飫
肥
城
下
を
経
て
梅
ヶ
浜
か
ら
約
二
キ
ロ
ほ
ど
上
流
で
広
渡
川
に
合
流

す
る
。

　

縄
文
時
代
の
遺
跡
や
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
、
荘
園

時
代
は
島
津
荘
に
属
し
、
中
世
に
は
伊
東
氏
が
日
向

地
頭
と
し
て
都
於
郡
（
西
都
市
）
に
本
城
を
築
い
た
。

島
津
、伊
東
の
両
氏
は
飫
肥
城
を
め
ぐ
っ
て
永
年
争
っ

た
。
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
伊
東
氏
が
島
津
氏
に

追
わ
れ
て
豊
後
の
大
友
氏
に
逃
れ
て
か
ら
は
再
び
島

津
氏
領
に
と
な
り
、
天
正
十
五
年
豊
臣
秀
吉
が
九
州

を
統
一
し
て
後
、
伊
東
氏
が
飫
肥
藩
主
と
な
り
明
治

ま
で
続
い
た
。

　

海
岸
沿
い
に
国
道
二
二
〇
号
が
縦
断
、
Ｊ
Ｒ
日
南
線
も
通
り
、
海
岸
は
日
南
海
岸

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
る
。
市
名
は
日
向
国
南
部
の
意
で
、
文
芸
「
漢
詩
」
の
世
界

で
は
中
世
以
来
、
当
地
一
帯
を
「
日
南
」
と
称
し
て
い
た
。（『
宮
崎
県
の
地
名
』）

二　

田
ノ
上
八
幡
神
社
と
弥
五
郎
さ
ま
祭

（
一
）　

田
ノ
上
八
幡
神
社

①　

田
ノ
上
八
幡
神
社　
（『
宮
崎
県
の
地
名
』）

　

日
南
市
飫
肥
中
学
校
の
東
、
十
文
字
に
位
置
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
飫
肥
城
城
郭

の
東
部
に
あ
っ
た
。
彦
火
火
出
見
尊
、
豊
玉
姫
、
応
神
天
皇
他
七
柱
を
祀
る
。
初
め

は
田
ノ
上
八
幡
神
社
と
称
し
て
楠
原
の
八
幡
原
に
創
建
し
た
が
、
諸
事
不
便
で
あ
っ

た
た
め
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
現
在
地

に
移
転
、
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）

焼
失
す
る
が
同
二
十
四
年
再
興
、
飫
肥
城

主
豊
州
島
津
家
に
代
々
崇
敬
さ
れ
て
い
た

と
い
う
（『
日
州
神
社
考
』）。
江
戸
時
代

に
も
飫
肥
藩
主
伊
東
氏
歴
代
か
ら
尊
崇
さ

れ
、
藩
内
尊
社
四
座
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

た
。
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）、
慶
安
元

年
（
一
六
四
八
）、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）

と
藩
主
に
よ
る
造
営
が
行
わ
れ
、
正
徳
四

年
（
一
七
一
四
）
頃
の
飫
肥
藩
人
給
帳
に

よ
る
と
社
禄
は
五
四
石
八
斗
、
こ
れ
は
鵜

戸
領
、
談
義
所
、
東
禅
寺
、
長
持
寺
に
次
ぐ
藩
内
五
番
目
の
社
禄
で
あ
る
（『
飫
肥
藩

分
限
帳
』
時
代
不
明
）。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
板
敷
神
社
と
改
称
、
広
木
田
大
明

神
、
加
茂
大
明
神
な
ど
五
社
を
合
祀
し
同
二
十
四
年
現
社
名
と
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
例
祭
は
十
月
二
十
五
日
、
流
鏑
馬
が
行
わ
れ
て
い
た
が
現
在
は
行
わ

れ
ず
、
大
人
弥
五
郎
の
偶
人
形
が
練
り
歩
く
神
賑
行
事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

流
鏑
馬
に
つ
い
て
、
飫
肥
藩
家
老
で
歴
史
家
で
あ
る
平
部
嶠
南
は
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

　
「
慶
應
元
年
十
月
廿
五
日
晴
、
卯
之
刻
道
具
夾
箱
ニ
而
八
幡
ニ
参
詣
、
持
馬
や
ぶ
さ

め
ニ
出
候
付
」（『
嶠
南
日
誌
第
一
巻
』）。

　

慶
應
元
年
（
一
八
六
五
）
十
月
二
十
五
日
自
分
の
馬
が
流
鏑
馬
に
出
る
の
で
、
従

飫肥城址大手門

弥五郎さまの前で獅子舞奉納（平成 10 年以前）
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者
に
挟
み
箱
を
持
た
せ
朝
六
時
頃
田
ノ
上
八
幡
神
社
に
参
っ
た
。
江
戸
時
代
、
戦
の

準
備
と
し
て
上
級
武
士
は
馬
を
飼
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
馬
を
流
鏑
馬
に
出
し

た
の
だ
ろ
う
。

　

明
治
初
期
、平
部
嶠
南
が
編
纂
し
た
『
日
向
地
誌
』
は
田
ノ
上
八
幡
神
社
で
は
な
く
、

社
名
を
板
敷
神
社
と
し
て
い
る
。
明
治
政
府
が
神
社
合
祀
と
社
名
を
鎮
座
す
る
地
名

を
つ
け
る
こ
と
を
奨
め
た
こ
と
に
よ
る
。

②　

板
敷
神
社　
（『
日
向
地
誌
』）

　

板
敷
神
社
。
村
社
。
十
字
街
ノ
北
隅
、
宮

藪
ノ
東
側
ニ
在
リ
、
社
地
東
西
三
十
間
南
北

三
十
一
間
、
彦
火
々
出
見
尊
及
ビ
豊
玉
姫
、
応

神
天
皇
ヲ
合
祭
ス
、
神
社
考
ヲ
按
ズ
ル
ニ
、
往

昔
大
隅
国
桑
原
郡
ニ
、
稲
津
彌
五
郎
ト
云
者
ア

リ
、
彼
地
一
宮
正
八
幡
ノ
神
体
ヲ
負
ヒ
来
り
、

此
ニ
鎮
座
ス
、
社
殿
ハ
、
天
永
元
年
庚
寅
十
月

二
十
五
日
創
建
ス
ル
所
ナ
リ
、
永
禄
十
一
年
以

前
、
島
津
氏
飫
肥
ヲ
領
セ
シ
時
ヨ
リ
ノ
名
社
ニ

シ
テ
、
祭
典
モ
頗
ル
鄭
重
ナ
リ
シ
ガ
、
伊
東
氏
管
轄
ノ
後
モ
、
封
内
尊
社
四
座
ノ
一

ニ
列
シ
テ
、社
禄
五
十
四
石
八
斗
ヲ
寄
付
シ
、殊
ニ
崇
敬
ノ
神
社
ナ
リ
、社
地
疆
域
モ
、

本
ト
東
西
三
十
間
、
南
北
一
町
強
ナ
リ
シ
ガ
、
明
治
四
年
王
政
復
古
ノ
時
、
疆
域
モ

蹙
リ
テ
、
僅
ニ
二
反
五
畝
十
五
歩
ト
ナ
リ
、
寄
付
禄
モ
廃
セ
リ
、
旧
称
ハ
田
ノ
上
八

幡
ト
イ
フ
、（
略
）
例
祭
元
ト
十
月
二
十
五
日
、
流
鏑
馬
二
疋
ヲ
走
ラ
シ
ム
、
騎
者
ハ

八
重
笠
ヲ
戴
キ
、
弓
矢
ヲ
持
チ
、
木
ノ
的
ヲ
三
所
ニ
建
テ
置
キ
、
馬
ヲ
走
ラ
セ
乍
ラ

之
ヲ
射
ル
、（
略
） 

　

又
長
人
彌
五
郎
ト
テ
、
長
一
丈
有
半
ノ
偶
人
ニ
、
衣
袴
ヲ
着
セ
、
長
刀
ヲ
帯
ビ
、

右
手
ニ
長
槍
ヲ
杖
ニ
ツ
カ
シ
メ
、
是
ヲ
四
輪
車
ニ
載
セ
、
群
童
ニ
挽
カ
シ
メ
テ
、
街

上
ヲ
巡
ス
、
極
メ
テ
古
俗
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
明
治
六
年
以
来
ハ
、
祭
日
モ
一
定
セ
ズ
、

流
鏑
馬
モ
廃
シ
タ
リ
、
唯
偶
人
弥
五
郎
ハ
、
旧
ニ
仍
レ
リ
、
弥
五
郎
ハ
稲
積
弥
五
郎

ノ
縁
故
ナ
リ
ト
言
ヒ
伝
フ
。

③　

田
上
八
幡
神
社　
（『
宮
崎
縣
史
蹟
調
査
』）

　
『
宮
崎
縣
史
蹟
調
査　

南
那
珂
郡
』
は
昭
和
二
年
十
二
月
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
内

容
の
大
半
は
『
日
向
地
誌
』
を
引
用
し
て
い
る
。

　

田
上
八
幡
神
社　

村
社
、
十
字
街
ノ
北
隅
、
宮
藪
ノ
東
側
ニ
在
リ
、
社
地
東
西

三
十
間
南
北
三
十
一
間
、
彦
火
々
出
見
尊
及
ビ
豊
玉
姫
、
応
神
天
皇
ヲ
合
祭
ス
、
神

社
考
ヲ
按
ズ
ル
ニ
、
往
昔
大
隅
国
桑
原
郡
ニ
、

稲
津
彌
五
郎
ト
云
者
ア
リ
、
彼
地
一
宮
正
八
幡

ノ
神
体
ヲ
負
ヒ
来
リ
、
此
ニ
鎮
座
ス
、
社
殿
ハ
、

天
永
元
年
庚
寅
十
月
二
十
五
日
創
建
ス
ル
所
ナ

リ
、
永
禄
十
一
年
以
前
、
島
津
氏
飫
肥
ヲ
領
セ

シ
時
ヨ
リ
ノ
名
社
ニ
シ
テ
、
祭
典
モ
頗
ル
鄭
重

ナ
リ
シ
ガ
、
伊
東
氏
管
轄
ノ
後
モ
、
封
内
尊
社

四
座
ノ
一
ニ
列
シ
テ
、
社
禄
五
十
四
石
八
斗
ヲ

寄
付
シ
、
殊
ニ
崇
敬
ノ
神
社
ナ
リ
、
社
地
疆
域

モ
、
本
ト
東
西
三
十
間
、
南
北
一
町
強
ナ
リ
シ

ガ
、明
治
四
年
王
政
復
古
ノ
時
、疆
域
モ
蹙
リ
テ
、

僅
ニ
二
反
五
畝
十
五
歩
ト
ナ
リ
、
寄
付
禄
モ
廃
セ
リ
、
旧
称
ハ
田
ノ
上
八
幡
ト
イ
フ
、

（
略
）
例
祭
元
ト
十
月
二
十
五
日
、
流
鏑
馬
二
疋
ヲ
走
ラ
シ
ム
、（
略
）

　

又
長
人
彌
五
郎
ト
テ
、
長
一
丈
有
半
ノ
偶
人
ニ
、
衣
袴
ヲ
着
セ
、
長
刀
ヲ
帯
ビ
、

右
手
ニ
長
槍
ヲ
杖
ニ
ツ
カ
シ
メ
、
是
ヲ
四
輪
車
ニ
載
セ
、
群
童
ニ
挽
カ
シ
メ
テ
、
街

神幸行列出発（令和４年11月13日）

鳥居前帰着
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上
ヲ
巡
ス
、
極
メ
テ
古
俗
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
明
治
六
年
以
来
ハ
、
祭
日
モ
一
定
セ
ズ
、

流
鏑
馬
モ
廃
シ
タ
リ
、
唯
偶
人
弥
五
郎
ハ
、
旧
ニ
仍
レ
リ
、
弥
五
郎
ハ
稲
積
弥
五
郎

ノ
縁
故
ナ
リ
ト
言
ヒ
伝
フ
（『
日
向
地
誌
』）。

（
二
）　

弥
五
郎
人
形

　

昭
和
十
七
年
宮
崎
県
は
県
内
神
社
に｢

特
殊
神
事｣

を
報
告
す
る
よ
う
学
務
部
長

名
で
指
示
し
て
い
る
。
田
上
八
幡
神
社
社
掌
長
倉
碌
平
は
、
そ
れ
に
応
え
て
弥
五
郎

さ
ま
を
報
告
し
て
い
る
。
歴
史
的
内
容
は
『
日
向
地
誌
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
が
、

張
り
巡
ら
さ
れ
た
電
燈
や
電
話
の
電
線
で
神
幸
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
、
昭
和
十

年
天
皇
が
宮
崎
に
行
幸
さ
れ
る
機
会
に
、
改
造
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

①　

弥
五
郎
さ
ま　
（「
特
殊
神
事
」）

　

往
昔
、
大
隅
国
桑
原
郡
ニ
稲
積
弥
五
郎
ト
云
フ
者
ア
リ
、
彼
地
一
宮
正
八
幡
ノ
神

体
ヲ
負
ヒ
来
リ
、
楠
原
ニ
鎮
座
ス
、
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
庚
寅
十
月
二
十
五
日

創
建
ス
ル
所
ナ
リ
ト
、
永
禄
十
一
年
前
ハ
島
津
氏
飫
肥
ヲ
領
セ
シ
時
ノ
名
社
ニ
シ

テ
、
祭
典
モ
頗
ル
鄭
重
ナ
リ
シ
ガ
、
伊
東
氏

管
轄
ノ
後
封
内
尊
社
四
座
ノ
一
ニ
シ
テ
、
社

禄
五
十
四
石
八
斗
ヲ
寄
付
シ
社
地
モ
広
ク
ア

レ
ド
モ
、
今
僅
ニ
六
反
ト
ナ
リ
寄
付
禄
モ
廃

セ
ラ
ル
、
例
祭
ハ
元
（
十
月
二
十
五
日
）
御

神
事
ア
リ
、
流
鏑
馬
二
匹
ヲ
走
ラ
シ
ム
、
騎

者
ハ
八
重
笠
ヲ
戴
キ
弓
矢
ヲ
持
チ
、
木
ノ
的

ヲ
三
ケ
処
ニ
建
置
キ
馬
ヲ
走
ラ
セ
ナ
カ
ラ
之

ヲ
射
ル
ト
、
其
ノ
人
ハ
猟
装
束
ナ
リ
、（
略
）

又
長
人
弥
五
郎
ト
テ
丈
余
ノ
偶
人
（
竹
籠
）

ニ
衣
袴
ヲ
着
セ
、
長
刀
ヲ
佩
ビ
右
手
ニ
長
槍
ヲ
杖
ツ
カ
レ
〆
之
ヲ
四
輪
ノ
車
ニ
載
セ

群
童
ニ
挽
シ
メ
テ
街
上
ヲ
巡
ス
、
極
メ
テ
古
俗
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
流
鏑
馬
ハ
早
ク
廃

セ
ラ
レ
偶
人
弥
五
郎
様
ハ
今
モ
尚
社
頭
ニ
装
束
シ
テ
雄
大
ナ
ル
姿
ヲ
拝
ス
ル
モ
世
ノ

変
遷
ニ
ツ
レ
電
灯
電
話
線
ニ
妨
ケ
ラ
レ
、
御
神
幸
節
先
駈
ヲ
ナ
ス
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ハ

遺
憾
ノ
至
リ
ナ
リ
、
去
ル
昭
和
十
年
聖
上
陛
下
ノ
宮
崎
ニ
御
行
幸
ア
ラ
セ
ラ
レ
記
念

ニ
氏
子
等
相
儀
シ
テ
大
キ
ク
改
造
シ
テ
衣
服
道
具
新
調
シ
テ
、
毎
年
以
前
同
様
ニ
参

拝
者
ノ
所
謂
飫
肥
八
幡
弥
五
郎
様
祭
ヲ
行
シ
メ
其
名
ハ
高
シ

　

次
の
『
宮
崎
県
の
地
名
』
記
述
も
『
日
向
地
誌
』
の
引
用
、
弥
五
郎
三
兄
弟
の
風

説
を
載
せ
て
い
る
が
根
拠
ら
し
い
も
の
は
無
い
。

②　

弥
五
郎
人
形

弥
五
郎
人
形　
（『
宮
崎
県
の
地
名
』）

　

竹
籠
を
編
ん
だ
弥
五
郎
人
形
は
身
の
丈
七
㍍
余
り
。
白
衣
の
上
に
紫
色
の
素
襖
、

赤
袴
を
つ
け
、烏
帽
子
を
か
ぶ
り
、長
さ
五
㍍
ほ
ど
の
太
刀
を
携
え
、槍
を
持
つ
。
人
々

は
鳥
居
前
に
立
つ
人
形
の
股
を
年
の
數
だ
け
く
ぐ
り
、
厄
を
祓
う
。
こ
の
行
事
は
社

伝
に
よ
れ
ば
大
隅
国
桑
原
郡
の
稲
津
（
あ
る
い
は
稲
積
と
も
い
わ
れ
る
）
弥
五
郎
と

い
う
者
が
、
同
国
正
八
幡

（
現
鹿
児
島
県
霧
島
市
隼

人
町
・
鹿
児
島
神
宮
）
の

神
体
を
背
負
っ
て
き
て
楠

原
に
祭
祀
し
た
の
が
そ
の

由
緒
で
あ
る
と
い
い
、
稲

津
弥
五
郎
は
修
験
者
で

あ
っ
た
と
も
伝
え
る
。
ま

た
弥
五
郎
は
三
兄
弟
と
い
う
俗
説
が
あ
り
、
山
之
口
町
円
野
神
社
の
円
野
弥
五
郎
が

今町公民館前で獅子舞奉納

組み立てられた弥五郎人形
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長
男
、
次
男
が
鹿
児
島
県
大
隅
町
岩
川
神
社
の
岩
川
弥
五
郎
、
そ
し
て
三
男
が
田
ノ

上
八
幡
神
社
の
田
ノ
上
弥
五
郎
と
い
う
。

弥
五
郎
人
形
の
体
形
そ
の
他
の
寸
法

〇
本
体　

高
さ
七
㍍

　
　
　
　

横
幅
一
・
八
㍍

〇
面　
　

長
さ
〇
・
七
五
㍍

〇
台
車　

長
さ
一
・
七
㍍

　
　
　
　

幅
二
・
五
㍍

〇
刀　
　

長
さ
五
㍍

〇
槍　
　

長
さ
六
・
八
㍍

〇
白
衣　

丈
二
・
五
㍍

　
　
　
　

肩
幅
二
・
一
㍍

〇
素
襖　

丈
二
㍍

　
　
　
　

肩
幅
二
・
五
㍍

〇
袴　
　

二
・
八
㍍

〇
烏
帽
子　

�

横
幅
一
・
七
㍍

　
　
　
　

高
さ
一
㍍

③　

弥
五
郎
さ
ま
祭
の
現
況

（
１
）
人
形
組
立

　

祭
り
の
二
日
前
人
形
を
組
み
立
て
る
。
夕
方
六
時
二
〇
人
ほ
ど
が
境
内
に
集
合
、

神
殿
裏
か
ら
木
製
の
台
車
や
車
輪
、
人
形
を
支
え
る
三
角
状
の
台
、
竹
で
編
ん
だ
人

形
の
体
躯
な
ど
引
き
出
す
。
ま
ず
、
台
車
を
組
み
立
て
、
そ
れ
に
人
形
を
支
え
る
台

を
つ
け
、
竹
籠
の
人
形
本
体
を
立
て
る
。
衣
装
を
着
せ
腰
に
太
刀
を
差
す
。
最
後
は

面
の
取
り
付
け
、
五
、六
㍍
離
れ
た
位
置
か
ら
面
の
上
下
、
左
右
の
ゆ
が
み
な
ど
責
任

者
が
指
示
し
調
整
す
る
。
令
和
四
年
は
「
ユ
ニ
ッ
ク
」
と
呼
ぶ
高
所
作
業
車
が
二
台

用
意
さ
れ
、
組
立
作
業
は
順
調
に
進
み
七
時
半
に
は
す
べ
て
の
作
業
が
終
了
し
た
。

宵
宮
祭
が
終
わ
っ
て
か
ら
人
形
組
立
を
し
て
い
た
頃
足
場
を
組
ん
で
作
業
し
て
し
て

い
た
こ
と
か
ら
午
前
二
時
頃
ま
で
続
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

（
２
）
宵
宮
祭

　

祭
り
前
日
、午
後
七
時
か
ら
拝
殿
で
宮
司
、禰
宜
、社
人
三
人
、獅
子
舞
舞
い
手
四
人
、

氏
子
総
代
七
人
で
宵
宮
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
。
奏
楽
で
始
ま
り
、
修
祓
、
宮
司
一
拝
、

献
饌
、
祝
詞
奏
上
と
神
事
が
進
む
中
、
獅
子
舞
奉
納
と
な
っ
た
。
例
年
な
ら
神
事
が

終
わ
る
と
境
内
で
神
楽
三
番
と
獅
子
舞
の
奉
納
が
あ
る
が
、
令
和
四
年
は
雨
天
の
た

め
拝
殿
で
雌
雄
二
頭
の
奉
納
で
あ
っ
た
。
神
事
は
玉
串
奉
奠
な
ど
滞
り
な
く
行
わ
れ

七
時
半
に
終
了
し
た
。
神
楽
は
「
奉
仕
者
舞
（
ホ
シ
ャ
舞
）」、「
御
幣
（
オ
シ
デ
）」、「
鬼

神
」
の
三
番
、
令
和
二
年
、
同
三
年
、
今
年
と
神
楽
奉
納
は
な
く
、
近
年
は
行
わ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

（
３
）
本
祭
り
（
秋
例
大
祭
）

Ａ
．
御ご

幣ひ

替
え

　

祭
り
当
日
の
朝
、
小
雨
。
午
前
八
時
に
宮
司
か

ら
巡
幸
を
少
し
遅
ら
せ
る
旨
の
申
し
渡
し
が
あ
っ

た
。
祭
り
が
未
だ
始
ま
ら
な
い
早
朝
、
多
く
の
氏

子
が
「
御ご

幣ひ

替
え
」
に
思
い
思
い
に
参
っ
て
い
た
。

御
幣
替
え
と
は
前
年
の
御
幣
と
今
年
の
御
幣
を
替

え
る
こ
と
で
、
石
段
上
部
右
の
焼
納
場
に
前
年
受

け
た
御
幣
を
置
き
、
境
内
の
社
務
所
で
火
の
神
幣
、

祭り二日前に弥五郎人形を組み立てる
（令和４年 11 月 11 日）

赤飯を小紙に包んで返す
（令和４年 11 月 13 日）
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水
神
幣
、
氏
神
幣
な
ど
受
け
る
が
、
中
に
赤
飯
（
弁
当
箱
程
度
）
を
持
参
す
る
人
（
複

数
）が
い
た
。赤
飯
を
受
付
に
出
す
と
一
箸
と
っ
て
一
四
～
五
㌢
四
方
の
紙
に
包
み（
今

年
の
御
幣
数
ほ
ど
）、
禰
宜
が
祓
っ
て
氏
子
に
返
し
た
。
帰
っ
て
例
え
ば
台
所
に
安
全

を
祈
念
し
て
火
の
神
幣
と
赤
飯
を
供
え
る
と
聞
い
た
。
昔
は
赤
飯
を
重
箱
で
持
参
し
、

残
り
は
祭
り
関
係
者
に
食
し
て
貰
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
弁
当
を
と
る
こ
と
か
ら
そ

の
風
習
は
な
く
な
っ
た
。

Ｂ
．
神
移
し

　

天
候
不
順
に
よ
り
、
例
年
よ
り
三
〇
分
遅
れ
て
祭
り
が
始
ま
る
。
宮
司
、
獅
子
舞

舞
い
手
、
氏
子
総
代
な
ど
が
御
手
洗
舎
で
浄
め
て
石
段
上
部
右
の
祓
戸
で
神
事
、
続

い
て
本
殿
で
神
事
、
神
輿
に
祭
神
を
移
す
「
神
移
し
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
後
、
拝

殿
で
獅
子
舞
の
奉
納
が
行
わ
れ
た
。

Ｃ
．
神
幸
行
列
用
の
弥
五
郎
人
形
組
立

　

九
時
三
〇
分　

石
段
下
鳥
居
脇
に
台
車
に
載
せ
た
人
形
身
体
が
届
き
組
み
立
て
が

始
ま
る
。
高
所
作
業
車
で
人
形
身
体
を
立
て
白
衣
を
着
せ
る
。
建
築
用
鉄
製
足
場
を

組
み
立
て
、二
、三
人
で
紫
の
素
襖
を
着
せ
、刀
を
差
し
槍
を
持
た
せ
る
。面
と
烏
帽
子
、

赤
袴
を
着
け
、
次
に
台
車
を
紅
白
の
幕
を
ま
わ
し
て
飾
り
、
組
立
が
終
了
す
る
（
一
〇

時
〇
〇
分
）。

Ｄ
．
神
幸
行
列

祭
り
当
日

八
時
〇
〇
分　

集
合　

御
神
幸
を
遅
ら
せ
て
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
。

九
時
〇
〇
分　

本
祭
り

　

宮
司
を
先
頭
に
、
禰
宜
、
奏
者
三
人
、
獅
子
舞
舞
い
手
四
人
、
氏
子
総
代
七
人
が

社
務
所
か
ら
登
場
。先
ず
手
水
舎
で
浄
め
、次
に
祓
戸
で
神
事
を
行
い
本
殿
に
向
か
う
。

本
殿
で
は
奏
楽
、

　

八
時
三
〇
分　
「
た
だ
今
よ
り
例
大
祭
を

執
り
行
い
ま
す
」
の
発
声
。
神
事
が
行
わ
れ

神
輿
に
神
を
移
す
。
宮
司
と
禰
宜
は
本
殿
、

獅
子
舞
舞
手
は
神
輿
を
抱
え
て
本
殿
へ
。
本

殿
の
扉
を
開
け
神
輿
へ
神
移
し
が
行
わ
れ
、

降
雨
の
た
め
神
輿
は
拝
殿
中
央
に
安
置
さ
れ

た
。
前
年
は
社
殿
前
に
安
置
さ
れ
、
獅
子
二

組
（
四
頭
）
の
舞
奉
納
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

一
組
二
頭
は
石
段
中
央
部
大
ク
ス
の
下
と
鳥

居
前
で
舞
を
奉
納
し
た
。

　

九
時
三
〇
分　

神
幸
用
弥
五
郎
人
形
組
立　

四
輪
車
に
乗
せ
た
竹
で
編
ん
だ
人
形
を
鳥
居

の
前
方
右
側
に
出
し
、
ユ
ニ
ッ
ク
（
高
所
作

業
車
）
で
人
形
を
立
て
、
衣
装
を
着
せ
て
着

面
、
腰
に
大
刀
を
差
し
、
右
手
に
鉾
を
握
ら

せ
る
。
一
〇
時
〇
五
分
作
業
終
了
。

　

一
〇
時
三
〇
分　

鳥
居
前
で
獅
子
舞
奉
納

し
神
幸
行
列
出
発
。
先
頭
は
禰
宜
、
紙
垂
を

つ
け
た
榊
枝
で
行
列
の
進
む
先
を
祓
う
。
次

に
鳩
二
羽
の
八
幡
社
紋
に「
田
上
八
幡
神
社
」

と
記
し
た
社
旗
、
賽
銭
箱
を
持
つ
二
人
、
獅

子
、
飫
肥
小
児
童
約
二
〇
名
が
曳
く
弥
五
郎

人
形
、
そ
し
て
車
に
乗
せ
た
神
輿
と
続
く
。

飫肥三丁目交差点で獅子舞奉納 神幸行列
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行
列
が
五
〇
㍍
ほ
ど
進
行
す
る
と
弥
五
郎
人
形
と
児
童
は
列
を
離
れ
今
町
公
民
館
へ
。

十
文
字
、
飫
肥
公
民
館
、
交
番
、
鳥
居
下
、
今
町
と
神
幸
、
今
町
公
民
館
で
は
神
事
（
宮

司
、
獅
子
舞
手
、
公
民
館
役
員
な
ど
）、
参
加
者
暫
し
休
憩
。

　

一
二
時
〇
〇
分　

公
民
館
出
発
。
こ
こ
か
ら
弥
五
郎
人
形
が
再
び
神
幸
行
列
に
加

わ
り
、
一
〇
〇
㍍
進
み
左
へ
折
れ
て
、
下
板
敷
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
。
架
線
を

避
け
る
た
め
と
聞
く
。
獅
子
や
神
輿
は
そ
の
ま
ま
北
進
、
飛
ヶ
峰
へ
向
か
い
左
に
向

き
を
か
え
、
一
三
時
〇
〇
分
頃
下
板
敷
研
修
セ
ン
タ
ー
に
着
く
。
神
輿
を
下
ろ
し
神

事
、
参
加
者
に
弁
当
が
配
ら
れ
昼
食
。
休
憩
を
と
り
再
び
弥
五
郎
人
形
が
加
わ
り
仮

屋
、
原
之
迫
へ
向
か
う
。
一
四
時
一
五
分　

鳥
居
前
に
到
着
、
獅
子
舞
の
奉
納
が
あ
っ

て
神
幸
行
列
が
終
わ
る
。

　

獅
子
舞
は
コ
ー
ス
の
全
て
の
交
差
点
や
三
叉
路
で
舞
を
奉
納
、
交
通
量
の
多
い
県

道
で
も
運
転
手
の
協
力
を
得
て
、
交
差
点
中
央
で
の
舞
奉
納
が
で
き
た
。
ま
た
、
順

路
に
は
高
齢
者
や
幼
児
を
抱
い
た
若
い
主
婦
な
ど
が
出
迎
え
、
神
様
を
拝
み
獅
子
に

頭
を
咬
ん
で
貰
い
、
乳
幼
児
や
児
童
の
健
や
か
な
成
長
、
高
齢
者
は
長
寿
と
息
災
を

願
っ
た
。

　

一
四
時
四
〇
分　

本
殿
で
は
神
輿
の
神
を
戻

す
「
神
送
り
」
が
あ
り
本
祭
り
（
秋
例
祭
）
の

全
て
が
終
了
し
た
。
一
四
時
四
五
分

Ｅ
．
神
幸
行
列
順

　

神
幸
行
列
の
順
は
、
先
頭
は
御
祓
い
、
紙
垂

を
付
け
た
榊
枝
で
道
を
祓
う
。
社
旗
、
向
か
い

合
う
鳩
の
社
紋
、
田
上
八
幡
神
社
の
文
字
。
賽

銭
箱
持
ち
、
女
子
二
名
。
囃
子
、
太
鼓
・
笛
・

鉦
（
手
拍
子
）。
獅
子
一
対
。
弥
五
郎
人
形
、

飫
肥
小
児
童
十
数
名
が
曳
く
。
神
輿
、軽
ト
ラ
に
乗
せ
る
。
以
前
は
白
・
赤
・
桃
色
・
黄
・

青
の
五
色
の
旗
を
一
七
名
の
児
童
が
持
ち
、
ま
た
、
着
飾
っ
た
稚
児
多
数
が
行
列
に

加
わ
っ
た
が
、
児
童
減
少
の
た
め
一
〇
年
位
前
か
ら
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
。
ま
た

弥
五
郎
さ
ま
を
曳
く
児
童
も
減
少
し
て
い
る
。

　

神
幸
行
列
は
十
文
字
、
鳥
居
下
、
今
町
、
飛
ヶ
峰
、
下
板
敷
、
上
板
敷
、
原
之
迫
、

山
川
な
ど
、
田
ノ
上
八
幡
社
氏
子
の
集
落
を
巡
る
。

午
前
九
時
二
五
分
、
神
幸
行
列
が

出
発
。
架
線
で
巡
幸
で
き
な
い
た

め
小
型
化
し
た
弥
五
郎
さ
ま
は
、

鳥
居
か
ら
七
〇
㍍
ほ
ど
飫
肥
小
学

校
の
児
童
に
曳
か
れ
、
そ
の
後
今

町
公
民
館
ま
で
は
車
で
移
動
す

る
。
ル
ー
ト
の
交
差
点
、
三
叉
路

で
獅
子
舞
を
奉
納
す
る
。
交
差
点

中
央
で
の
舞
だ
が
行
列
に
つ
く
交

通
整
理
員
の
指
示
に
運
転
手
は
従

い
祭
り
に
協
力
す
る
。
午
前
一
一

時
四
〇
分
今
町
公
民
館
、
神
輿
を

壇
上
に
安
置
し
神
事
を
行
う
。
行

列
参
加
者
暫
し
休
憩
。
一
二
時
出

発
。弥
五
郎
人
形
を
一
〇
〇
㍍
ほ
ど
曳
き
左
の
脇
道
へ
進
む
。行
列
は
直
進
し
山
手
へ
。

飛
ヶ
峰
集
落
を
経
て
下
板
敷
研
修
セ
ン
タ
ー
。
こ
こ
で
神
事
、
参
加
者
に
弁
当
が
配

ら
れ
る
。
一
時
間
ほ
ど
休
憩
し
十
三
時
三
十
分
出
発
、
原
之
迫
な
ど
経
由
し
て
十
四

時
二
十
五
分
鳥
居
に
到
着
。
距
離
五
・
三
㌔
。
全
巡
幸
過
程
で
人
々
は
道
路
に
出
て
神

輿
を
拝
み
、
乳
幼
児
を
抱
い
た
母
親
や
幼
児
は
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
獅
子
に
頭

五色旗
児童減少で実施出来なくなった

田ノ上八幡神社神幸行程
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を
咬
ん
で
貰
い
、
中
に
高
齢
者
も
咬
ん
で
貰
い
長
寿
を
願
う
。

　

獅
子
は
鳥
居
下
で
舞
い
、
本
殿
に
上
り
こ
こ
で
舞
を
奉
納
す
る
。

　

例
年
境
内
で
剣
道
や
四
半
的
大
会
が
行
わ
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
令
和
二

～
四
年
は
中
止
、
令
和
四
年
の
四
半
的
大
会
は
天
候
の
関
係
で
飫
肥
公
民
館
で
実
施

さ
れ
た
。

（
三
）　

田
ノ
上
八
幡
神
社
の
芸
能

①　

神
楽

（
１
）
霧
島
神
楽

伝
承
地　

日
南
市
大
字
板
敷

祭
り
日　

霧
島
神
社
春
大
祭　

五
月
五
日

場　

所　

乱
杭
野
山
上
、
霧
島
神
社
神
楽
殿

　

霧
島
神
社
神
楽
は
作
神
楽
と
も
言
わ
れ
、
稲

作
農
耕
が
始
ま
る
前
、
豊
作
を
祈
念
し
て
奉
納

さ
れ
る
。
現
在
は
早
期
水
稲
と
な
り
二
月
末
に

は
準
備
が
始
ま
る
が
、
当
神
楽
は
昭
和
三
十
年

代
ま
で
は
旧
暦
五
月
五
日
行
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
伝
統
を
守
り
、
新
暦
五
月
五
日
に
奉
納
し
て

い
る
。

　

霧
島
神
社
は
乱
杭
野
山
上
に
鎮
座
、
歩
い
て

一
時
間
か
か
る
神
楽
殿
で
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
。

現
在
は
自
家
用
車
で
行
く
。
獅
子
舞
保
存
会
が

神
楽
を
継
承
し
て
い
る
。

演
目

一
番　

奉
仕
者
舞　

二
人
舞
。
烏
帽
子
、
青
素
襖
、
白
袴
。

　

閉
扇
と
鈴
で
御
神
屋
を
右
回
り
で
舞
い
始
め
、
途
中
か
ら
開
扇
と
な
り
、
二
人

が
並
列
、
対
角
な
ど
に
位
置
を
か
え
て
舞
う
。

二
番　

御
幣
（
オ
シ
デ
）　

一
人
舞
。
烏
帽
子
、
青
素
襖
、
白
袴
。

　
　

左
手
に
幣
二
本
を
持
ち
、
右
手
鈴
で
舞
う
。

三
番　

出
羽
鬼
神　

一
人
舞
。
着
面
、
宝
冠
、
毛
頭
、
白
衣
、
千
早
、
幅
広
袴
。

　
　

右
手
は
白
衣
袖
口
、
左
手
は
鬼
神
棒
を
持
ち
舞
う
。

四
番�　

剣
舞　

一
人
舞
。
白
衣
、
裁
着
袴
。

刀
二
振
り
。

　

は
じ
め
白
布
を
両
手
に
持
ち
横
に
振
っ

た
り
頭
上
に
上
げ
た
り
し
て
舞
う
。
後
転

し
て
白
布
を
タ
ス
キ
に
し
、
抜
身
刀
二
振

り
を
両
手
に
持
ち
激
し
く
回
し
、
刀
を
持
っ

た
ま
ま
後
転
、
刀
を
横
に
交
わ
ら
せ
そ
れ

を
跳
び
越
え
る
。
刀
を
持
っ
た
ま
ま
後
転

す
る
。

五
番�　

御
酒
上
げ　

一
人
舞
。
烏
帽
子
、
青

素
襖
、
白
袴
。
酒
器
。

　
　

酒
器
と
鈴
を
持
ち
舞
う
。
御
酒
上
げ
が
終
わ
っ
て
昼
食
、
飲
食
が
許
さ
れ
る
。

六
番　

矢
抜
鬼
神　

一
人
舞
。
着
面
、
宝
冠
、
毛
頭
、
白
衣
、
千
早
、
幅
広
袴
。

　
�

右
手
鈴
、
左
手
は
幣
二
本
を
持
ち
舞
う
。
後
半
鬼
神
棒
と
開
扇
を
持
ち
御
神
屋

四
隅
を
ま
わ
っ
て
舞
う
。

七
番　

宝
剣　

二
人
舞
。
烏
帽
子
、
青
素
襖
、
白
袴
。
抜
身
刀
。

　

�

左
手
に
抜
身
刀
、
鈴
を
振
り
な
が
ら
対
角
に
位
置
し
た
り
、
縦
列
に
な
り
御
神

屋
を
右
回
り
に
ま
わ
る
な
ど
し
て
舞
う
。

八
番　

地
割　

二
人
舞
。
白
衣
、
裁
着
袴
。
弓
、
矢
。

乱杭野から日南市街を望む（平成 29 年５月５日）
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は
じ
め
左
手
弓
、
右
手
面
棒
を
持
ち
舞
い
、
次
に
弓
を
両
手
に
持
ち
舞
う
。
次

に
矢
一
本
を
持
っ
て
舞
い
、
終
盤
は
人
差
し
指
と
中
指
を
伸
ば
し
他
は
掌
に
折
る
、

素
手
で
舞
い
納
め
る
。

九�

番　

阿
知
女　

三
人
舞
。
頬
か
む
り
し
留
袖
を

着
用
、
箕
を
持
つ
ヨ
メ
ジ
ョ
、
タ
ス
キ
を
掛
け

た
白
衣
に
青
の
裁
着
袴
を
着
用
、
杵
を
持
つ
男

舞
い
手
二
人
が
登
場
。
三
人
は
舞
う
中
後
転
、

起
き
て
御
神
屋
を
左
回
り
ま
わ
り
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
採
物
で
舞
い
、
後
半
は
岩
通
し
や
岩
潜

り
す
る
。
終
盤
男
二
人
が
向
い
合
い
、
肩
に
渡

し
た
杵
の
上
に
ヨ
メ
ジ
ョ
が
乗
り
箕
を
振
る
。

ヨ
メ
ジ
ョ
が
上
座
に
座
り
前
に
饌せ

ん

供ぐ

（
小
さ
な

切
餅
）
の
入
っ
た
箕
を
置
く
。
男
た
ち
は
杵
を

持
っ
て
舞
い
な
が
ら
箕
を
搗
く
。
夫
婦
和
合
、

子
孫
繁
栄
を
願
う
舞
。

一�

〇
番　

直
舞　

一
人
舞
。
着
面
、
シ
ュ
ロ
皮
カ

ツ
ラ
、
赤
舞
衣
、
赤
裁
着
袴
を
着
用
す
る
。
股

間
に
男
根
、
腰
に
笠
を
下
げ
る
。
面
棒
と
鈴
で

面
白
く
舞
う
。
後
半
、
床
に
座
り
男
根
と
笠
で

男
女
和
合
を
表
わ
す
。
子
孫
繁
栄
の
舞
。

一�

二
番　

手
力　

一
人
舞
。
着
面
、
宝
冠
、
毛
頭
、

白
衣
、
千
早
、
幅
広
袴
。

　

左
手
に
幣
二
本
を
持
ち
、
右
手
鈴
で
舞
う
。
神

前
に
、
宝
冠
、
天
照
面
を
着
け
、
素
襖
、
袴
を
着
用
し
、
宝
珠
と
シ
デ
を
付
け
た
紙

製
太
陽
を
持
つ
天
照
大
神
が
立
つ
。
面
棒
を
持
ち
舞
う
中
に
神
職
が
天
照
を
連
れ
だ

す
。

　

田
ノ
上
八
幡
神
社
の
神
楽
は
板
敷
公
民
館
で
神
楽
奉
納
し
て
い
た
が
、
氏
子
も
神

楽
保
存
会
も
同
じ
で
、
神
楽
奉
納
時
期
が
殆
ど
同
時
期
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
諸
準
備

や
氏
子
へ
の
負
担
な
ど
考
慮
し
て
霧
島
神
楽
に
統
一
し
て
、
板
敷
公
民
館
で
の
神
楽

奉
納
は
平
成
十
五
年
に
終
了
し
、
乱
杭
野
山
上
の
霧
島
神
社
神
楽
殿
で
の
奉
納
に
統

一
し
た
。

②　

獅
子
舞

（
１
）
日
南
の
獅
子
舞

　

日
南
市
内
に
は
二
五
の
神
社
に
獅
子
舞
が
存
在
、
祭
り
に
は
雌
雄
二
頭
な
い
し
四

頭
二
組
が
参
加
す
る
。
獅
子
舞
は
二
人
立
と
一
人
立
の
獅
子
が
あ
る
が
宮
崎
県
内
の

獅
子
は
二
人
立
、
獅
子
頭
か
ら
胴
幕
を
た
ら
し

そ
の
中
に
二
人
が
入
る
。
日
南
市
の
獅
子
舞
は

二
人
立
だ
が
、
後
脚
の
舞
手
が
胴
幕
の
外
に
立

ち
尻
尾
の
付
け
根
部
を
持
っ
て
獅
子
の
舞
を
演

じ
る
。
こ
れ
を
藤
舞
と
言
い
、
田
ノ
上
八
幡
神

社
の
獅
子
舞
は
藤
舞
で
あ
る
。
藤
舞
は
舞
い
方

が
穏
や
か
と
い
い
、
田
ノ
上
八
幡
神
社
や
潮
嶽

神
社
、
大
宮
神
社
に
伝
承
す
る
。
も
う
一
つ
は

稲
荷
舞
と
い
い
力
強
い
舞
で
あ
る
と
い
う
。
岩

﨑
稲
荷
、
大
窪
、
酒
谷
、
岩
井
原
、
愛
宕
、
吾
田
、

吾
平
津
、
榎
原
、
萩
之
嶺
、
潟
上
の
神
社
に
伝
承
す
る
。

　

一
週
間
前
か
ら
練
習
に
入
る
。
五
、六
年
前
（
二
〇
一
一
年
時
点
で
）
ま
で
は
社
務

所
に
籠
り
、
朝
御
城
下
の
川
で
禊
し
、
食
事
も
自
炊
（
別
火
）
し
た
が
、
今
は
自
宅

に
帰
る
。

阿知女舞（平成 29 年５月５日）手力舞（平成 29 年５月５日）

潮嶽神社獅子舞（平成 24 年 11 月 11 日）
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雌
雄
一
対　

境
内
で
舞
っ
た
後
神
幸
行
列
の
先
頭
を
務
め
、
四
辻
な
ど
決
ま
っ
た

所
で
獅
子
舞
を
披
露
す
る
。
そ
の
箇
所
六
〇
、
神
幸
距
離
は
一
〇
キ
ロ
に
及
び
九
時

に
出
て
午
後
三
時
頃
神
社
に
帰
る
。
御
旅
所
（
公
民
館
）
で
昼
食
、
休
憩
す
る
。
新

築
の
家
な
ど
に
舞
い
込
み
す
る
。

　

後
継
者
は
保
存
会
が
結
成
さ
れ
て
お
り
当
面
は
問
題
な
い
。
獅
子
に
頭
な
ど
咬
ん

で
も
ら
う
と
年
中
健
康
で
あ
る
と
い
う
。

（
２
）
田
ノ
上
八
幡
神
社
獅
子
舞　
（『
宮
崎
県
の
民
俗
芸
能
』）

　

雌
雄
一
体
、
舞
手
四
人
。
裁
着
袴
、
白
上
衣
、
紫
鉢
巻
、
白
足
袋
、
草
履
。
雌
雄

の
獅
子
は
対
象
形
に
同
じ
動
作
で
舞
う
。
は
じ
め
頭
を
左
右
に
振
り
、
次
に
上
下
に

動
き
な
が
ら
カ
パ
ッ
、
カ
パ
ッ
と
咬
む
。
足
の
動
き
は
独
特
。
向
か
い
合
い
な
が
ら

カ
パ
ッ
、
カ
パ
ッ
と
咬
む
動
作
を
繰
り
返
し
一
区
切
り
舞
う
と
、
頭
を
持
つ
舞
手
と

後
ろ
脚
の
舞
手
が
入
れ
替
わ
る
。
後
ろ
脚
の
舞
手

は
獅
子
衣
装
の
中
に
入
ら
な
い
で
後
に
立
ち
、
獅

子
尾
の
元
を
持
ち
獅
子
の
胴
体
を
表
す
。
こ
の
舞

い
方
を
藤
舞
と
い
い
、
舞
い
方
に
向
か
い
合
っ
た

と
き
、
高
く
頭
を
持
ち
上
げ
、
鼻
先
を
突
き
合
わ

せ
る
所
作
に
特
徴
が
あ
る
。
獅
子
頭
は
左
手
で
支

え
、
突
き
上
げ
て
サ
ッ
と
引
き
な
が
ら
咬
む
。
慣

れ
な
い
と
二
度
咬
み
（
顎
が
カ
パ
カ
パ
と
ゆ
れ
て

し
ま
う
）
に
な
る
た
め
、
き
ち
ん
と
一
回
で
咬
め

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
指
が
こ
す
れ
る
の
で

テ
ー
ピ
ン
グ
す
る
。

　

二
十
三
日
朝
八
時
よ
り
神
社
に
て
神
事
が
行
わ
れ
、
九
時
に
神
幸
行
列
が
出
発
し
、

板
敷
区
内
を
ま
わ
り
辻
ご
と
に
獅
子
舞
奉
納
、
ま
た
喜
捨
が
あ
っ
た
家
の
前
や
庭
先

で
舞
い
込
み
を
行
う
。
舞
手
は
祭
日
一
週
間
前
か
ら
神
社
に
泊
ま
り
込
み
別
火
の
行

を
し
て
練
習
す
る
。
泊
ま
り
込
み
別
火
は
二
〇
〇
五
年
頃
ま
で
行
っ
た
が
、
現
在
は

自
宅
に
帰
る
。

　

八
時
か
ら
拝
殿
に
氏
子
総
代
、
伶
人
、
舞
手
（
神
楽
・
獅
子
舞
）
が
控
え
、
献
饌
、

お
祓
い
、
祝
詞
奏
上
、
神
輿
へ
の
神
降
し
な
ど
神
事
が
行
わ
れ
る
。
神
輿
の
準
備
が

整
う
と
拝
殿
正
面
境
内
で
、
雌
雄
二
頭
、
二
組
の
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
そ
の
後

参
道
を
下
り
途
中
二
カ
所
及
び
鳥
居
前
に
安
置
し
て
あ
る
弥
五
郎
人
形
の
側
で
獅
子

舞
を
奉
納
す
る
。
な
お
、
以
前
大
人
弥
五
郎
人
形
は
社
殿
下
の
鳥
居
前
に
終
日
立
っ

た
が
、
交
通
事
情
や
平
成
十
年
頃
強
風
で
倒
れ
た
こ
と
が
あ
り
現
在
は
境
内
に
安
置

さ
れ
る
。

　

弥
五
郎
人
形
は
赤
面
を
着
け
る
巨
大
な
木
偶
、
長
刀
を
帯
び
右
手
に
長
槍
を
つ
く
。

四
輪
車
に
乗
せ
子
供
た
ち
が
曳
く
。
神
幸
行
列
の
先
頭
は
弥
五
郎
人
形
、
田
ノ
上
八

幡
神
社
の
旗
（
白
・
赤
・
桃
色
・
黄
・
青
の
旗
を
子
ど
も
達
が
持
つ
）、
大
麻
・
宮
司
、

稚
児
、
榊
枝
、
囃
子
（
笛
・
太
鼓
・
銅
拍
子
）、

弓
矢
、
獅
子
、
神
輿
。

　

頭
が
良
く
な
る
、
厄
払
い
な
ど
言
っ
て
子
供

や
老
人
は
獅
子
に
頭
を
咬
ん
で
貰
う
。

　

今
町
公
民
館
で
休
憩
。
神
輿
を
公
民
館
に
移

し
、
大
人
は
酒
肴
、
子
供
た
ち
は
菓
子
を
貰
う
。

山
手
を
ま
わ
り
、
下
板
敷
研
修
セ
ン
タ
ー
で
昼

食
、
休
憩
。
神
輿
、
獅
子
頭
を
正
面
に
据
え
て

神
事
、
そ
の
後
昼
食
。
一
時
間
ほ
ど
休
息
し
、

残
り
の
地
区
を
ま
わ
り
午
後
三
時
頃
神
社
に
帰

着
。

獅子舞手は指をテーピングする

息災を願って獅子に咬んで貰う
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参
考
資
料

・『
日
本
歴
史
地
名
大
系
46
巻　

宮
崎
県
の
地
名
』
平
凡
社　

平
成
九
年

・
平
部
嶠
南
『
嶠
南
日
誌　

第
一
～
三
巻
』
宮
崎
県
立
図
書
館　

平
成
五
年

・
平
部
嶠
南
『
日
向
地
誌
（
復
刻
版
）』
青
潮
社　

昭
和
五
十
一
年

・「
特
殊
神
事
（
神
社<

神
宮
ヲ
含
ム>

及
寺
院
）」
宮
崎
県　

昭
和
二
十
二
年　

未
刊

・『
日
南
市
の
民
俗
芸
能
』
日
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

平
成
二
十
五
年

・�『
宮
崎
県
の
民
俗
芸
能
―
宮
崎
県
民
俗
芸
能
緊
急
調
査
報
告
書
―
』
宮
崎
県
教
育
委
員
会　

平
成

六
年

・
野
田
敏
夫
校
訂
『
飫
肥
藩
分
限
帳
』
日
向
文
化
談
話
会　

昭
和
四
十
九
年

・
大
塚
民
俗
学
編
『
日
本
民
俗
事
典
』
弘
文
堂　

昭
和
四
十
七
年

　
　

第
三
節　

弥
五
郎
ど
ん
の
伝
説
・
伝
承

　

お
よ
そ
世
界
や
各
地
域
の
生
成
の
由
来
や
人
々
の
生
活
の
中
で
怪
異
な
事
象
に
つ

い
て
、
科
学
の
力
だ
け
で
は
説
明
の
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
時
、
人
々
は
神

や
大
き
な
力
（
例
え
ば
、
天
狗
や
鬼
あ
る
い
は
大
男
な
ど
）
を
信
じ
、
あ
る
い
は
物

語
を
創
作
し
て
言
い
伝
え
て
き
た
。

　

南
九
州
と
り
わ
け
大
隅
北
部
や
日
向
南
部
の
地
域
に
は
「
弥
五
郎
ど
ん
」
と
称
す

る
大
人
の
伝
説
が
豊
富
に
分
布
し
て
お
り
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
秋
祭
り
に
も
登
場

す
る
。
そ
の「
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
」の
由
来
と
の
関
連
も
人
々
の
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
秋
祭
り
（
豊
祭
）
は
他
に
譲
り
、
南
九
州
の
各
地
に
残
る
巨
人
伝
説
に
焦

点
を
絞
り
、
そ
の
分
布
状
況
や
現
状
を
記
録
し
て
ゆ
き
た
い
。

一　

弥
五
郎
ど
ん
・
大
人
伝
説

（
一
）　

伝
説
の
種
類
と
範
囲

　

第
一
点
は
、
記
述
の
順
序
は
混
同
を
避
け
る
た
め
に
伝
説
を
窪(

凹)

地
・
岡
（
凸
）

地
・
跨
ぎ
地
・
三
分
類
以
外
・
小
字
名
・
姓
名
に
分
け
て
述
べ
た
い
。

　

第
二
点
は
、
分
布
の
順
序
は
南
九
州
の
旧
三
国
の
大
隅
国
・
日
向
国
・
薩
摩
国
の

順
と
す
る
。
大
隅
国
に
は
曽
於
市
大
隅
町
に
岩
川
八
幡
神
社
が
所
在
し
、
毎
年
十
一

月
三
日
に
は
「
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
」
が
行
わ
れ
る
。
日
向
国
の
う
ち
都
城
市
山
之
口

町
に
的
野
正
八
幡
宮
が
所
在
し
、岩
川
と
同
じ
く
十
一
月
三
日
に「
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
」

が
あ
る
。
ま
た
日
南
市
飫
肥
の
田
ノ
上
八
幡
神
社
で
は
十
一
月
中
旬
に
「
弥
五
郎
さ

ま
祭
り
」
が
行
わ
れ
る
。
薩
摩
国
で
は
日
置
市
日
吉
町
の
日
置
八
幡
神
社
で
六
月
初

旬
に
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
と
い
う
お
田
植
祭
が
あ
り
、そ
の
際
に
大
人
人
形
の
「
デ
オ
ー

ド
ン
（
大
王
殿
）」
が
登
場
す
る
が
弥
五
郎
と
い
う
名
称
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

　

第
三
点
は
、
弥
五
郎
の
名
称
を
付
す
大
隅
国
と
日
向
国
を
一
応
弥
五
郎
伝
説
地
と
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推
定
し
う
る
が
、
旧
三
国
に
お
け
る
具
体
例
を
述
べ
て
伝
説
の
状
況
や
範
囲
を
見
る

こ
と
に
す
る
。
弥
五
郎
伝
説
地
で
も
大
人
名
称
を
使
用
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
記
録
に
つ
い
て
は
中
島
勇
三
氏
の
「
弥
五
郎
ど
ん
巨
人
伝
説
の
分
布

状
況
」『
大
隅
「
岩
川
八
幡
神
社
の
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
」
調
査
報
告
書
』
所
収
（
曽
於

市
教
育
委
員
会
・
二
〇
一
一
、
以
下
大
隅
調
査
報
告
書
と
す
る
）
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
で
あ
る
。
そ
し
て
で
き
る
だ
け
分
り
易
く
と
心
掛
け
た
つ
も
り
で
あ
る
。

二　

弥
五
郎
ど
ん
・
大
人
伝
説
地
と
そ
の
内
容

（
一
）　

窪
地
を
弥
五
郎
ど
ん
・
大
人
の
足
跡
と
す
る
伝
説
（
足
跡
伝
説
）

　

大
隅
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

①　

曽
於
市

〇
大
隅
町　

・
岩
川
八
幡
神
社
の
近
く
に
別び

ゅ
う府
と
い
う
集
落
が
あ
り
、
道
路
反
対
側

の
台
地
に
は
畑
作
地
が
広
が
り
、
そ
の
端
に
「
弥
五
郎
ば
っ
け
（
畑
）」

と
呼
ば
れ
る
窪
地
が
あ
る
。
一
反
二
畝
ほ
ど
の
広
さ
で
、
地
元
の
人
は

弥
五
郎
ど
ん
が
恒
吉
の
投
谷
八
幡
へ
行
く
途
中
の
「
弥
五
郎
ど
ん
の
足

跡
」
と
い
う
。

　
　
　
　
　

・
恒
吉
の
下
須
田
木
に
旧
村
有
地
の
野
原
が
あ
り
、
五
～
六
畝
の
窪
地

で
「
弥
五
郎
ど
ん
の
足
跡
」
と
い
う
。
放
牧
地
の
風
除
け
の
地
で
も
あ
っ

た
ら
し
い
（
中
島
勇
三
）。

　
　
　
　
　

・
岩
川
笠
木
の
馬
渡
に
「
弥
五
郎
ど
ん
の
右
足
の
跡
」
が
あ
り
、
後
述　

の
末
吉
岩
北
大
園
の
「
左
足
の
跡
」
と
連
続
し
、
約
一
・
五
㌔
㍍
の
歩
幅

と
い
う
（『
大
隅
町
誌
（
改
訂
版
）』、
以
下
大
隅
町
誌
と
す
る
）。

〇
末
吉
町　
・
岩
崎
岩
北
大
園
に
小
字
矢
五
郎
が
あ
り
、「
弥
五
郎
ど
ん
の
左
足
の
跡
」

と
い
う
。
現
状
は
一
部
が
土
盛
り
さ
れ
て
い
る
が
、
迫
状
の
窪
地
は
杉

の
伐
採
後
で
確
認
し
や
す
い
。

　
　
　
　
　
・
二
之
方
尾
崎
山
に
小
字
大
人
が
あ
る
。現
状
は
平
地
に
な
っ
て
い
る
が
、

も
と
は
窪
地
で
「
弥
五
郎
ど
ん
の
足
跡
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。
土
地
の
改
変
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
大
人
」
も
大
人
足
跡
の

省
略
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

・
深
川
徳
留
の
馬
頭
観
音
の
横
は
「
弥
五
郎
ど
ん
の
足
跡
」
と
さ
れ
て

い
た
が
、
現
状
は
住
宅
地
に
な
っ
て
面
影
は
な
い
。

　
　
　
　
　

・
深
川
南
柳
井
谷
に
一
段
低
く
な
っ
た
畑
地
が
あ
り
、「
弥
五
郎
ど
ん
の

足
跡
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
も
と
は
池
で
あ
っ
た
と
も
聞
く
。
面
積
は

四
反
ぐ
ら
い
で
広
い
（
末
永
義
則
、
出
典
は
文
献
欄
）。

　
　
　
　
　
・
南
之
郷
の
高
岡
と
柿
木
に
「
弥
五
郎
ど
ん
の
足
跡
」
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

柿
木
は
下
三
区
の
先
の
山
中
（
窪
地
）
と
い
う
。

〇
財
部
町　

・
東
九
州
自
動
車
道
建
設
の
と
き
、
高
篠
遺
跡
が
調
査
さ
れ
た
が
、
そ

こ
に
行
く
途
中
の
一
段
低
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
「
弥
五
郎
ど
ん
の
足
跡
」

と
言
わ
れ
て
い
た
。

②　

霧
島
市

〇
福
山
町　

・
牧
之
原
花
立
（
バ
ス
停
に
華
建
原
あ
り
）
に
小
字
大
人
足
形
が
あ
る
。

こ
こ
は
「
弥
五
郎
ど
ん
の
窪
地
」
と
呼
ば
れ
、
広
さ
一
町
二
反
ほ
ど
あ

る
（『
大
隅
町
誌
』）。
令
和
四
年
現
在
で
も
地
元
民
か
ら
字
名
と
弥
五
郎

足
跡
伝
説
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

③　

鹿
屋
市

〇
輝
北
町　

・
市
成
に
「
弥
五
郎
ど
ん
の
足
型
」
が
あ
り
、
場
所
を
探
す
が
現
在
の

と
こ
ろ
平
房
あ
た
り
と
の
助
言
を
得
て
い
る
。
後
述
す
る
市
成
八
重
山

の
二
子
塚
の
畚

も
っ
こ

譚
と
は
別
に
、
志
布
志
市
有
明
町
の
野
神
地
区
の
話
と

し
て
、
弥
五
郎
ど
ん
が
高
隈
山
と
霧
島
山
を
担
ご
う
と
し
て
で
き
た
足
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跡
の
一
方
と
い
う
。

④　

志
布
志
市

〇
有
明
町　

・
伊
崎
田
に
窪
地
に
作
物
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、「
弥
五
郎
ど
ん

の
足
跡
」
と
い
っ
た
（
中
島
勇
三
）。

　
　
　
　
　

・
前
述
の
鹿
屋
市
輝
北
町
と
同
じ
で
あ
る
が
、
高
隈
山
と
霧
島
山
を
担

ご
う
と
し
て
、
片
方
の
足
跡
が
丸
岡
に
あ
る
と
い
う
。

〇
志
布
志
町
・
安
楽
に
二
間
ぐ
ら
い
の
窪
地
が
あ
り
、
小
字
大
人
足
と
い
う
。
地
元

で
は「
弥
五
郎
ど
ん
の
足
跡
」と
い
う
。
他
に
木
之
下
堀
に
も
う
一
ヶ
所
、

片
足
の
跡
が
あ
る
と
い
う
。

（
大
人
伝
説
）

①　

姶
良
市

〇
加
治
木
町
・
木
田
の
隈
姫
神
社
近
く
に
、
一
畝
ほ
ど
の
窪
地
を
「
う
ど
ど
ん
の
片

足
跡
」
と
い
う
（
中
島
勇
三
『
大
隅
調
査
報
告
書
』）。

②　

霧
島
市

〇
国
分　
　

・
前
述
の
加
治
木
木
田
の
足
跡
の
片
方
が
国
分
に
あ
る
と
い
う
。
場
所

は
明
ら
か
で
な
い
。

　

日
向
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

①　

都
城
市

〇
都
城　
　

・
母
智
丘
に
「
弥
五
郎
ど
ん
の
足
形
」
が
あ
る
。

〇
高
城
町　

・
四
家
平
八
重
に
シ
ラ
ス
洞
穴
の
崩
落
に
よ
る
窪
地
が
あ
り
、「
弥
五
郎

ど
ん
の
足
跡
」
と
呼
ば
れ
る
。
あ
る
い
は
南
九
州
の
地
下
式
横
穴
墓
の

陥
没
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（『
大
隅
町
誌
』）。

②　

日
南
市
・
田
ノ
上
八
幡
宮
司
の
話
と
し
て
、
弥
五
郎
さ
ま
（
弥
五
郎
ど
ん
と
は

呼
ば
な
い
）
の
足
跡
と
か
腰
か
け
た
山
の
伝
説
が
あ
る
と
い
う
（
中
島

勇
三
）。

　
　
　
　
　
　

田
ノ
上
八
幡
は
「
田
之
上
八
幡
宮
御
鎮
座
略
記
」
に
よ
れ
ば
、「
往
古

大
隅
国
桑
原
郡
稲
積
弥
五
郎
ト
云
人
、
彼
ノ
国
之
一
宮
正
八
幡
宮
之
御

神
体
於
負
奉
当
国
那
珂
郡
飫
肥(

ニ)

・
・
一
社
ヲ
造
立
シ
田
上
八
幡
宮

之
神
号
ヲ
奉
リ
、天
永
元
庚
寅
（
一
一
一
〇
年
）
十
月
二
十
五
日
・・
ナ
リ
」

と
あ
り
、『
日
向
地
誌
』
に
「
弥
五
郎
ハ
稲
積
弥
五
郎
ノ
縁
故
ナ
リ
ト
云

伝
フ
」
と
あ
る
。

③　

宮
崎
市

〇
清
武
町　

・
船
引
神
社
の
裏
に
「
弥
五
郎
ど
ん
の
足
跡
」
が
あ
る
。

〇
田
野
町　

・
下
伊
倉
の
上
の
台
地
の
窪
み
は
、
鰐
塚
山
（
一
一
一
八
㍍
）
か
ら
弥

五
郎
ど
ん
が
足
を
延
ば
し
た
「
弥
五
郎
ど
ん
の
足
跡
」
と
い
う
。

④　

川
南
町
・
通
山
に
七
股
弥
五
郎
の
右
足
形
が
あ
る
。
弥
五
郎
は
南
の
方
の
人
で

日
向
灘
を
七
歩
で
歩
く
大
男
と
い
う
。
→
跨
ぎ
譚
の
項

⑤　

都
農
町
・
川
南
と
同
じ
よ
う
に
、
新
田
に
七
股
弥
五
郎
の
左
足
形
が
あ
る
。

（
大
人
伝
説
）

①　

新
富
町
・「
空
つ
く
ど
ん
の
足
跡
」
が
「
初
音
ん
ね
き
の
古
港
」
と
「
は
す
池
」

に
あ
る
と
い
う（
一
ツ
瀬
川
の
北
方
鬼き

付づ
く

女め

川
河
口
付
近『
新
富
町
史
』）。

「
空
つ
く
ど
ん
」
と
呼
ば
れ
、
弥
五
郎
ど
ん
と
呼
ば
れ
て
い
な
い
。
→
畚

譚
の
項

薩
摩
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

　
　

明
ら
か
で
な
い
。

（
大
人
伝
説
）
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①　

さ
つ
ま
町　

〇
宮
之
城　

・
山
崎
に
「
う
ど
ど
ん
」
と
い
う
大
人
が
住
む
。
あ
る
時
の
ど
が
渇
い

て
倉
野
の
淵
の
水
を
飲
も
う
と
牧
の
峯
に
腰
を
下
ろ
し
、
右
足
は
須
杭

の
ク
ノ
瀬
の
川
岸
に
、
左
足
は
荒
瀬
の
城
山
の
頂
上
に
置
い
て
股
ぐ
ら

に
頭
を
つ
っ
こ
ん
で
川
水
を
一
気
に
飲
ん
だ
。
そ
の
時
、
川
砂
ま
で
飲

み
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
は
き
出
し
た
と
こ
ろ
小
山
が
で
き
た
。
そ

れ
が
市
比
野
の
丸
山
と
い
う
。
踏
ん
張
っ
た
岩
に
足
跡
が
残
っ
て
い
る

と
い
う
（『
宮
之
城
町
史
』）。
→
「
跨
ぎ
譚
」
の
項

②　

薩
摩
川
内
市

〇
樋
脇
町　

・
丸
山
の
脇
の
畚
山
の
東
側
の
谷
間
に
巨
人
の
片
方
の
足
跡
が
あ
る
と

い
う
。
→
畚
譚
の
項

③　

い
ち
き
串
木
野
市

〇
串
木
野　

・
川
瀬
に
は
、
長
さ
百
㍍
、
幅
三
十
㍍
で
深
さ
約
二
㍍
の
窪
み
が
あ
る

と
い
う
。
も
う
片
方
は
甑
島
に
あ
る
と
い
う
。

④　

日
置
市

〇
伊
集
院
町
・
飯
牟
礼
に
住
む
大
鬼
が
飯
牟
礼
山
と
桜
島
の
ど
ち
ら
が
重
い
か
持
ち

上
げ
よ
う
と
踏
ん
張
っ
た
足
跡
に
水
が
た
ま
り
、
上
池
と
下
池
に
な
っ

た
と
い
う
。
→
畚
譚
の
項

⑤　

阿
久
根
市
・『
三
国
名
勝
図
会
』
に
「
大
人
足
跡
」
と
あ
り
、「
波
留
大
石
ヶ
峯

に
あ
り
、此
処
八
幡
社
の
庭
に
巨
石
あ
り
、其
石
上
に
大
人
の
足
跡
あ
り
、

長
さ
二
尺
（
六
〇
㌢
）
許
、
五
指
に
至
て
悉
く
備
り
」
と
あ
る
。
巨
人

の
神
様
が
大
島
に
渡
っ
て
み
せ
る
と
一
ま
た
ぎ
し
た
が
、
失
敗
し
て
死

ん
だ
の
で
大
石
峯
八
幡
を
建
て
て
祭
っ
た
と
い
う
（
村
田
熙
編
『
薩
摩

大
隅
の
民
話
』）
→
跨
ぎ
譚
の
項　

（
二
）　

岡
状
地
は
弥
五
郎
ど
ん
が
畚
も
っ
こ

運
び
し
て
で
き
た
と
の
伝
説
（
畚
譚
） 

　

大
隅
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

①　

曽
於
市

〇
末
吉
町　

・
南
之
郷
檍
の
田
圃
の
中
に
小
高
い
丘
二
つ
（
檍
の
岡
と
仮
屋
ン
岡
）

が
所
在
す
る
が
、
羽
振
り
が
よ
い
岩
川
の
弥
五
郎
ど
ん
が
貧
乏
な
山
之

口
の
弥
五
郎
ど
ん
に
手
土
産
を
持
っ
て
い
こ
う
と
し
た
が
、
荷
な
い
棒

が
折
れ
て
置
き
去
り
に
し
た
と
伝
え
る
（
末
永
義
則
）。
こ
れ
に
は
別
伝

も
あ
り
、
檍
の
神
様
と
仮
屋
の
神
様
が
神
争
い
を
し
て
共
に
死
ん
で
、

岡
に
な
っ
た
と
い
う
（
瀬
戸
山
計
佐
儀
、
出
典
は
文
献
欄
）。

　
　
　
　
　

・
深
川
の
高
之
峯
（
三
三
六
㍍
）
は
弥
五
郎
ど
ん
が
霧
島
に
持
っ
て
い

く
途
中
に
畚
の
柄
が
折
れ
て
そ
の
ま
ま
置
き
去
り
に
し
た
と
伝
え
る
。

②　

鹿
屋
市

〇
輝
北
町　

・
市
成
諏
訪
原
の
八
重
山
に
双
子
塚
と
言
わ
れ
る
二
つ
の
岡
が
近
接
し

て
あ
る
。
一
方
は
高
さ
二
〇
丈
ば
か
り
（
約
六
〇
㍍
）
で
、
他
方
は
高

さ
十
一
丈
ば
か
り
（
約
三
三
㍍
）
で
約
百
㍍
の
距
離
で
あ
る
。『
三
国
名

勝
図
会
』
に
「
土
人
伝
え
て
称
す
。
太
古
大
人
弥
五
郎
、
草
畚
に
土
を

盛
り
運
ば
れ
し
に
、こ
こ
に
し
て
オ
フ
コ
（
担
棒
）
折
れ
て
土
を
こ
ぼ
し
、

そ
の
片
方
は
半
を
残
す
の
み
で（
他
は
持
ち
帰
り
）、や
や
卑
し
」と
あ
る
。

　
　
　
　
　

・
右
の
双
子
塚
に
は
別
伝
で
塩
塚
と
す
る
伝
説
も
あ
る
が
、
次
項
の
跨

ぎ
譚
の
項
で
述
べ
る
。

③　

志
布
志
市

〇
有
明
町　

・
野
神
の
丸
岡
集
落
に
は
、
丸
岡
・
中
の
丸
と
い
う
丘
が
あ
る
。
弥
五

郎
ど
ん
が
「
い
ね
さ
し
」
で
土
を
担
い
で
き
た
ら
、
こ
の
丸
岡
で
「
い

ね
さ
し
」
が
折
れ
た
。
土
が
落
ち
て
二
つ
の
丘
が
で
き
た
。
弥
五
郎
ど
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ん
が
怒
っ
て
折
れ
た
「
い
ね
さ
し
」
を
投
げ
、く
ぼ
ん
だ
谷
の
東
は
「
井

水
の
谷
」と
い
い
、西
は「
野
神
の
谷
」に
な
っ
た
と
い
う（『
大
隅
町
誌
』）。　

（
大
人
伝
説
）

　
　

明
ら
か
で
な
い
。

日
向
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

①　

都
城
市

〇
都
城　
　

・
妻
ヶ
丘
は
弥
五
郎
ど
ん
が
錦
江
湾
を
埋
め
よ
う
と
し
て
、
モ
ッ
コ
か

ら
土
が
こ
ぼ
れ
一
塚
が
で
き
た
と
い
う
。

〇
山
之
口
町
・
一
モ
ッ
コ
で
一
畝
が
か
り
の
塚
が
で
き
た
。（
岩
川
の
弥
五
郎
ど
ん
が

貧
し
い
山
之
口
の
弥
五
郎
ど
ん
に
手
み
や
げ
を
持
参
し
た
い
と
し
た
伝

説
が
末
吉
の
檍
に
あ
る
＝
前
述
）。

②　

宮
崎
市

〇
清
武
町　

・
荒
平
山
（
丸
目
山
＝
六
〇
三
㍍
）
か
ら
大
岩
を
、
上
今
泉
の
溝
の
土

手
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
置
い
た
（『
日
向
調
査
報
告
書
』）。

③　

新
富
町
・
祇
園
原
の
新
田
原
古
墳
群
中
の
最
大
の
古
墳
（
前
方
後
円
墳
＝
墳
長

九
六
㍍
）
が
「
弥
五
郎
塚
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
由
来
は
大
き
い
も
の

は
弥
五
郎
ど
ん
だ
か
ら
と
の
地
元
民
の
答
の
よ
う
で
あ
る
（『
大
隅
町

誌
』）。

（
大
人
伝
説
）

①　

新
富
町
・
大
き
な
「
空
つ
く
ど
ん
」
と
呼
ば
れ
る
男
が
い
た
。
あ
る
日
、
空
つ

く
ど
ん
は
鬼
付
女
（
一
ツ
瀬
川
の
北
側
、
鬼
付
女
川
の
河
口
付
近
）
の

沖
に
小
島
を
つ
く
ろ
う
と
、
奥
山
か
ら
モ
ッ
コ
で
土
を
運
ぼ
う
と
し
た
。

ち
ょ
う
ど
比
良
の
上
に
来
た
と
き
、
一
方
の
モ
ッ
コ
か
ら
土
が
バ
ラ
バ

ラ
落
ち
て
「
比
良
の
上
の
山
」
に
な
り
、
片
方
の
モ
ッ
コ
も
支
え
き
れ

ず
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が「
か
ん
の
ん
山
」と
い
う（『
新
富
町
史
』）。

新
富
町
は
伝
説
の
両
系
が
あ
る
。
→　

足
跡
の
項

薩
摩
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

　
　

明
ら
か
で
な
い
。

（
大
人
伝
説
）

①　

伊
佐
市

〇
大
口　
　

・
伊
佐
盆
地
に
住
む
「
大
男
」
が
畚
で
大
量
の
土
を
担
い
で
き
た
。
鳥

巣
に
来
る
と
一
方
は
と
ろ
と
ろ
と
土
を
振
り
落
と
し
美
し
い
鳥
神
山

（
四
〇
四
㍍
）
が
で
き
た
。
片
方
は
よ
ろ
め
い
て
畚
を
ひ
っ
く
り
返
し
、

い
っ
ぺ
ん
に
ど
さ
り
と
落
と
さ
れ
裾
野
の
広
い
高
熊
山
（
四
一
二
㍍
）

と
な
っ
た
。
片
方
の
膝
を
つ
い
た
春
村
に
は
「
ひ
ざ
つ
き
」
の
地
名
が

あ
る
（
有
馬
英
子
『
民
話
の
世
界
』）。

②　

薩
摩
川
内
市

〇
祁
答
院
町
・
樋
脇
町　
・
祁
答
院
の
藺
牟
田
池
あ
た
り
は
む
か
し
山
ば
か
り
で
あ
っ

た
の
で
、
巨
人
が
一
つ
の
山
を
樋
脇
の
市
比
野
に
持
っ
て
行
き
捨
て
た
。

そ
の
へ
こ
ん
だ
所
が
藺
牟
田
池
で
、
捨
て
た
所
が
丸
山
（
約
二
一
八
㍍
）

で
あ
る
。

③　

日
置
市

〇
伊
集
院
町
・
飯
牟
礼
に
「
大
鬼
」
が
住
ん
で
い
た
。
飯
牟
礼
山
と
桜
島
の
ど
ち
ら

が
重
い
か
持
ち
上
げ
よ
う
と
山
オ
コ
（
荷
な
い
棒
）
に
掛
け
た
が
、
飯

牟
礼
山
は
動
か
な
か
っ
た
の
で
頭
を
叩
い
た
ら
矢
筈
岳
（
三
〇
三
㍍
）

と
諸
正
岳
（
三
〇
一
㍍
）
に
分
か
れ
た
。
今
度
は
矢
筈
岳
と
桜
島
を
く
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ら
べ
よ
う
と
し
た
ら
桜
島
が
重
す
ぎ
て
動
か
ず
、
頭
を
叩
い
た
ら
桜
島

が
ド
カ
ー
ン
と
爆
発
し
た
（
有
馬
英
子
『
民
話
の
世
界
』）。
→
足
跡
の

項

④　

湧
水
町

〇
吉
松
町　

・
霧
島
あ
た
り
に
「
大
男
」
が
い
た
。
大
男
は
川
内
川
を
せ
き
止
め
て

池
を
造
ろ
う
と
し
た
。
山
を
削
っ
て
土
で
川
を
せ
き
止
め
る
と
水
は
岸

か
ら
あ
ふ
れ
飯
野
方
面
に
流
れ
た
。
そ
こ
で
更
に
土
を
入
れ
た
ら
今
度

は
伊
佐
方
面
に
流
れ
た
。
そ
の
時
、
魚
も
流
れ
た
の
で
魚
野
越
と
呼
ぶ
。

な
お
も
土
を
入
れ
る
と
せ
き
が
切
れ
て
川
は
元
の
よ
う
に
な
っ
た
。
大

男
は
池
を
あ
き
ら
め
、
畚
の
土
を
す
て
た
の
が
飯
盛
山
（
八
四
六
㍍
）

と
な
っ
た
（
有
馬
英
子
『
民
話
の
世
界
』）。　
　

（
三
）　

跨
ぎ
譚

　

大
隅
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

①　

曽
於
市

〇
財
部
町　

・
下
財
部
川
内
に
弥
五
郎
ど
ん
が
母
智
丘
の
谷
か
ら
高
之
峯
ま
で
跨
い

だ
と
伝
え
ら
れ
る
。

②　

鹿
屋
市

〇
輝
北
町　

・
弥
五
郎
ど
ん
が
桜
島
の
頂
上
に
釜
を
か
け
塩
作
り
を
し
て
、
出
来
上

が
っ
た
塩
を
フ
ゴ
（
畚
）
に
入
れ
「
高
隈
山
か
ら
霧
島
山
に
」（
中
島
勇

三
氏
の
指
摘
）
跳
び
移
ろ
う
と
し
て
跳
び
損
ね
、
塩
が
こ
ぼ
れ
て
双
子

塚
に
な
っ
た
と
い
う
（
有
馬
英
子
『
民
話
の
世
界
』）。
こ
の
話
は
畚
譚

と
跨
ぎ
譚
が
混
じ
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

（
大
人
伝
説
）

　
　

明
ら
か
で
な
い
。

日
向
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

①　

日
南
市　

〇
飫
肥　
　

・
弥
五
郎
ど
ん
が
酒
谷
川
を
は
さ
ん
で
小
便
を
し
た
（『
大
隅
町
誌
』）。

②　

宮
崎
市

〇
清
武
町　

・
弥
五
郎
ど
ん
が
延
岡
方
面
か
ら
帰
る
時
、
荒
平
山
に
腰
か
け
、
左
足

を
清
武
の
岡
に
、
右
足
を
宮
崎
の
下
原
に
お
き
、
青
島
で
手
を
洗
っ
た
。

そ
の
時
に
草
履
の
緒
が
切
れ
た
の
で
そ
の
地
方
の
人
に
草
履
を
作
ら
せ

た
。
そ
の
時
は
わ
ら
を
た
た
く
暇
が
な
く
生
わ
ら
で
草
履
を
作
っ
た
。

そ
の
た
め
こ
の
地
方
は
き
わ
ら
と
な
り
、
今
の
木
原
と
な
っ
た
（『
大
隅

町
誌
』）。

〇
田
野
町　

・
弥
五
郎
ど
ん
が
鰐
塚
山
と
バ
ラ
バ
ラ
マ
ツ
に
足
を
置
く
と
、
男
の
一

物
が
つ
か
え
た
と
い
う
（
矢
口
貴
子
『
日
向
調
査
報
告
書
』）。

③　

川
南
町
・
弥
五
郎
ど
ん
は
南
の
方
の
人
で
日
向
灘
を
七
股
で
歩
く
（『
大
隅
調
査

報
告
』）。

　
　
　
　
　
・
尾
鈴
山
（
一
四
〇
五
㍍
）
に
座
っ
た
足
が
延
岡
と
飫
肥
に
届
い
た
（
矢

口
貴
子
）。

（
大
人
伝
説
）

　
　

明
ら
か
で
な
い
。

薩
摩
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

　
　

明
ら
か
で
な
い
。
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（
大
人
伝
説
）

①　

さ
つ
ま
町　

〇
宮
之
城　

・
山
崎
あ
た
り
に
「
う
ど
ど
ん
」
が
い
て
、
倉
野
の
淵
の
水
を
飲
も
う

と
、
牧
の
峯
（
二
二
〇
㍍
）
に
腰
を
下
ろ
し
右
足
を
須
杭
（
二
四
七
㍍
）

の
ク
ノ
瀬
の
川
岸
に
、
左
足
を
荒
瀬
の
城
山
の
頂
上
に
置
き
、
股
ぐ
ら

に
頭
を
つ
っ
こ
み
一
気
に
水
を
飲
ん
だ
。
そ
の
時
川
砂
ま
で
飲
ん
だ
の

で
、は
き
出
し
て
で
き
た
の
が
市
比
野
の
丸
山
（
約
二
一
八
㍍
）
と
い
う
。

→
足
跡
の
項

②　

阿
久
根
市
・「
巨
人
」
の
神
様
が
大
島
に
渡
っ
て
み
せ
る
と
一
跨
ぎ
し
た
が
、
失

敗
し
て
死
ん
だ
の
で
、
大
島
の
大
石
峯
八
幡
に
神
様
を
祭
っ
た
。
→
足

跡
の
項

（
四
）　

三
分
類
の
以
外

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

①　

志
布
志
市
・
権
現
島
に
「
弥
五
郎
ど
ん
の
ホ
ゲ
」
と
い
う
岩
穴
が
あ
り
、
こ
こ

で
も
巨
人
伝
説
が
あ
る
（『
大
隅
町
誌
』）。

②　

鹿
児
島
市
・『
三
国
名
勝
図
会
』
の
桜
島
御
嶽
権
現
社
（
横
山
村
神
野
に
あ
り
）

の
項
に
「
大
隅
隼
人
記
に
曰
く
隼
人
の
足
は
桜
島
に
届
き
居
れ
り
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
大
隅
隼
人
を
巨
人
と
す
る
意
か
、
あ
る
い
は
領
知
の
意

か
と
し
て
い
る
。
大
人
隼
人
と
大
人
弥
五
郎
の
関
連
と
も
な
し
う
る
。

桜
島
は
現
在
は
鹿
児
島
市
と
な
っ
て
い
る
が
、
も
と
は
大
隅
国
大
隅
郡

に
属
す
る
の
で
、
福
山
お
よ
び
垂
水
と
同
様
に
理
解
す
る
の
が
適
切
で

あ
る
。

（
大
人
伝
説
）

①　

日
置
市

〇
吹
上
町　

・
北
湯
之
元
集
落
の
裏
山
に
大
岩
あ
り
、
天
上
岩
の
内
側
に
大
き
な
手

形
が
あ
り
、
天
狗
の
持
ち
上
げ
た
時
の
痕
と
い
う
（
中
島
勇
三
『
大
隅

調
査
報
告
書
』）。

（
五
）　

小
字
名

　

大
隅
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

①　

曽
於
市

○
末
吉
町　

・
岩
崎
岩
北
大
園
に
小
字
「
矢
五
郎
」
の
窪
地
が
あ
る
。
→
足
跡
の
項

　
　
　
　
　

・
二
之
方
尾
崎
山
に
小
字
「
大
人
」
が
あ
る
が
、
現
在
は
人
家
が
建
ち
、

ま
た
周
辺
と
は
平
面
上
と
な
っ
て
い
る
の
で
窪
地
は
見
ら
れ
な
い
。

〇
財
部
町　

・
南
俣
に
「
前
玉
」
と
あ
り
、
母
智
丘
か
ら
高
之
峯
に
跨
い
だ
時
に
弥

五
郎
ど
ん
の
一
物
が
落
ち
た
と
こ
ろ
と
言
わ
れ
る
（
矢
口
貴
子
「
大
人

弥
五
郎
譚
」『
日
向
の
弥
五
郎
人
形
行
事
調
査
報
告
書
』
に
跋
文
と
し
て

紹
介
）。
道
路
と
田
圃
の
境
地
と
な
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

②　

霧
島
市

〇
福
山
町　

・
牧
之
原
の
佳
例
川
に
小
字
「
大
人
足
形
」
が
あ
る
。
国
道
一
〇
号
線

の
花
建
原
に
「
弥
五
郎
ど
ん
の
窪
地
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
、
一
町

二
反
ほ
ど
の
広
さ
で
あ
る
。
→
足
跡
の
項

③　

志
布
志
市

○
志
布
志
町
・
安
楽
に
小
字
「
大
人
足
」
が
あ
り
、「
弥
五
郎
ど
ん
の
足
跡
」
と
い
う

（
中
島
勇
三
『
大
隅
調
査
報
告
書
』）。

日
向
国

①　

都
城
市
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〇
山
之
口
町
・
山
之
口
に
小
字
「
弥
太
郎
」
あ
り
。
弥
五
郎
ど
ん
と
の
関
連
は
は
っ

き
り
し
な
い
。

②　

西
都
市
・
三
宅
に
「
大
形
」
あ
り
。
大
（
人
足
）
形
か
、
大
（
人
）
形
か
判
明　

し
な
い
。

③　

延
岡
市
・
佐
野
町
に
「
大
人
足
」
あ
り
。

　

こ
の
項
は
、
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
と
大
人
伝
説
と
し
て
明
確
に
区
別
し
え
な
い
。

薩
摩
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

　
　

確
認
で
き
な
い
。

（
大
人
伝
説
）

①　

阿
久
根
市
・
大
川
地
区
に
「
大
人
・
小
人
」
の
小
字
が
あ
る
。
足
跡
の
伝
説
地

で
あ
ろ
う
か
。

（
六
）　

姓
名

大
隅
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

①　

霧
島
市

〇
隼
人
町　

・
大
人
形
又
は
大
人
姓
が
残
っ
て
い
る
。「
鹿
児
島
神
宮
神
官
桑
幡
公

秀
氏
文
書
」
よ
り
、
皆
我
が
祖
先
は
岩
川
の
弥
五
郎
ど
ん
（
八
幡
神
社
）

に
祭
っ
て
あ
る
と
俗
に
言
い
伝
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る（『
大
隅
町
誌
』）。

〇
福
山
町　

・���

佳
例
川
方
面
に
大
王
姓
が
残
っ
て
お
り
、
大
王
神
社
や
墓
石
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
地
主
神
の
存
在
や
大
人
に
つ
な
が
る
何
ら
か
古
代
と
の
関

連
が
あ
る
の
か
、
追
跡
調
査
し
て
い
る
。

日
向
国

　

と
も
に
明
ら
か
で
な
い
。

薩
摩
国

（
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
）

①　

鹿
児
島
市　

〇
郡
山
町　

・
郡
山
町
は
旧
郡
は
日
置
郡
で
、
平
成
の
合
併
で
鹿
児
島
市
へ
編
入
さ

れ
た
。『
三
国
名
勝
図
会
』
日
置
郡
郡
山
の
項
に
弥
五
郎
城
が
あ
る
と
い

う
。
満
家
院
内
郡
山
村
は
加
治
木
氏
の
所
領
で
、
八
代
領
主
恒
平
の
次

男
が
支
配
し
郡
山
弥
三
郎
と
称
し
た
。
弥
三
郎
は
郡
山
城
（
松
尾
城
）

に
居
城
し
、
弥
五
郎
城
は
支
城
と
し
て
弥
五
郎
を
名
乗
る
子
孫
が
居
城

し
た
可
能
性
が
あ
る
（『
鹿
児
島
県
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
角
川
書
店
を
参

照
）。
こ
の
弥
五
郎
は
大
人
弥
五
郎
と
は
関
係
し
な
い
で
あ
ろ
う
（
中
島

勇
三
『
大
隅
調
査
報
告
書
』）。

（
大
人
伝
説
）

　
　

明
ら
か
で
な
い
。

三　

弥
五
郎
ど
ん
・
大
人
伝
説
の
分
布
範
囲
の
濃
淡

（
一
）
弥
五
郎
ど
ん
（
さ
ま
）
祭
り
の
あ
る
八
幡
神
社
周
辺

（
１
）　

三
つ
の
八
幡
神
社
の
比
較

　

こ
れ
ま
で
の
分
布
記
録
を
、
現
在
も
「
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
」
を
実
施
し
て
い
る
大

隅
「
岩
川
八
幡
神
社
」
周
辺
・
日
向
山
之
口
「
的
野
正
八
幡
宮
」
周
辺
お
よ
び
日
向

飫
肥
「
田
ノ
上
八
幡
神
社
」
周
辺
を
比
較
し
て
伝
説
の
濃
淡
を
見
て
み
る
。

　
　

⑴　

大
隅
「
岩
川
八
幡
神
社
」
周
辺
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岩
川
八
幡
神
社
の
所
在
す
る
曽
於
市
大
隅
町
岩
川
は
同
市
末
吉
町
と
接
す
る
所
で
、

明
治
時
代
以
前
は
末
吉
郷
と
し
て
同
一
地
域
内
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
か
ら
足
跡
伝

説
が
周
辺
に
濃
厚
で
あ
る
。ま
た
畚
譚
は
末
吉
の
他
に
曽
於
市
周
辺
の「
平
成
の
合
併
」

以
前
の
曽
於
郡
内
に
あ
っ
た
鹿
屋
市
輝
北
町
や
志
布
志
市
有
明
町
な
ど
豊
富
に
見
え

る
。
跨
ぎ
譚
は
周
囲
に
見
渡
せ
る
霧
島
山
や
高
隈
山
・
桜
島
な
ど
を
対
象
と
し
て
曽

於
地
域
に
多
く
語
ら
れ
て
巨
人
性
を
伝
え
て
い
る
。
小
字
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
末

吉
に
「
矢
五
郎
」
が
あ
る
が
「
弥
五
郎
」
の
借
字
で
あ
ろ
う
。
ま
た
弥
五
郎
の
足
形

の
意
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
「
大
人
」
が
省
略
形
と
な
っ
て
い
る
。
霧
島
市
福
山
町
牧

之
原
や
鹿
屋
市
輝
北
町
市
成
は
曽
於
市
大
隅
町
と
隣
接
す
る
位
置
関
係
に
あ
り
、
岩

川
八
幡
と
関
連
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
数
的
に
多
い
と
い
う
程
で
は
な
い
。

　
　

⑵　

日
向
山
之
口
「
的
野
正
八
幡
宮
」
周
辺

　

的
野
正
八
幡
宮
の
所
在
す
る
都
城
市
山
之
口
町
は
、
か
つ
て
は
三
俣
院
と
呼
ば
れ
、

島
津
荘
の
有
数
な
地
域
を
構
成
し
た
。
そ
の
後
戦
国
時
代
は
島
津
氏
と
伊
東
氏
に
よ

る
係
争
地
で
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
前
半
は
三
俣
院
千
町
を
伊
東
氏
が
支
配
し

た
歴
史
も
あ
る
。『
三
国
名
勝
図
会
』
に
よ
る
と
「
往
古
三
俣
院
の
宗
廟
」
と
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
的
野
八
幡
の
周
辺
に
足
跡
伝
説
・
畚
譚
・
跨
ぎ
譚
と
も
に
密
に
分
布
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
要
因
は
地
形
的
に
は
周
囲
に
山
岳
が
連
な
り
人
の
往

来
も
物
流
も
妨
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。ま
た
統
治
者
の
変
更
が
あ
っ

た
り
近
世
に
は
飫
肥
藩
と
の
藩
境
と
な
っ
て
各
地
と
の
交
流
が
妨
げ
ら
れ
た
こ
と
に

も
よ
る
。『
三
国
名
勝
図
会
』
に
は
「
今
山
之
口
邑
的
野
八
幡
宮
浜
下
に
大
人
弥
五
郎

と
い
へ
る
人
形
を
製
し
是
隼
人
征
討
の
故
事
と
い
ひ
伝
へ
」（
国
分
・
拍
子
川
の
条
）

と
あ
る
。

　

現
在
国
道
２
６
９
号
線
が
青
井
岳
の
麓
を
通
り
田
野
・
清
武
方
面
に
向
か
う
が
、

そ
の
田
野
・
清
武
方
面
に
弥
五
郎
ど
ん
の
足
跡
・
畚
譚
・
跨
ぎ
譚
が
多
く
見
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
現
在
清
武
は
宮
崎
市
と
な
っ
て
い
る
が
、
近
世
に
は
飫
肥
藩
で
あ
る
こ
と

か
ら
飫
肥
の
影
響
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　

⑶　

日
向
飫
肥
「
田
ノ
上
八
幡
神
社
」
周
辺

　

日
南
市
飫
肥
の
田
ノ
上
八
幡
神
社
に
つ
い
て
は
、「
田
之
上
八
幡
宮
御
鎮
座
略
記
」

を
前
述
し
た
。
ま
た
『
日
向
地
誌
』（
平
部
嶠
南
・
一
八
八
四
）
に
よ
る
と
、「
長
人

弥
五
郎
ト
テ
長
一
丈
有
余
ノ
偶
人
・
・
街
上
ヲ
巡
ス
、
極
メ
テ
古
俗
ナ
リ
。
然
レ
ド

モ
明
治
六
年
以
来
ハ
、
祭
日
モ
一
定
セ
ズ
、・
・
唯
偶
人
弥
五
郎
ハ
旧
ニ
依
レ
リ
」
と

あ
る
（『
大
隅
町
誌
』）。

　

こ
の
こ
と
か
ら
飫
肥
地
方
は
、
中
世
に
支
配
者
が
伊
東
氏
や
島
津
氏
と
変
更
し
た

り
、
近
世
で
は
飫
肥
藩
と
な
り
、
近
代
で
は
廃
藩
置
県
後
も
都
城
県
・
宮
崎
県
・
鹿

児
島
県
ま
た
宮
崎
県
と
行
政
区
の
変
更
が
短
期
間
に
実
施
さ
れ
安
定
し
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
祭
り
は
継
続
さ
れ
て
来
た
が
、
伝
説
の
足
跡
や

畚
譚
・
跨
ぎ
譚
は
あ
ま
り
存
在
し
な
い
。
国
分
正
八
幡
か
ら
伝
来
し
た
由
緒
の
弥
五

郎
が
酒
谷
川
を
跨
い
で
小
便
を
し
た
と
の
巨
人
の
跨
ぎ
譚
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
飫

肥
は
油
津
の
港
を
も
っ
て
お
り
、
近
世
に
は
清
武
を
領
有
し
、
陸
路
と
と
も
に
海
を

介
し
た
流
通
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
山
之
口
の
弥
五
郎
ど
ん
と
の
重
複
の
影

響
も
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
七
股
弥
五
郎
は
「
南
の
方
の
人
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
川
南
・
都
農
方

面
の
足
跡
伝
説
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点
は
山
之
口
も
関
係

し
、
は
っ
き
り
断
言
し
え
な
い
。
こ
こ
ら
は
、
新
富
町
の
弥
五
郎
塚
の
伝
説
も
含
め

川
南
町
・
都
農
町
あ
た
り
の
地
域
に
お
い
て
、
弥
五
郎
ど
ん
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ

う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
改
め
て
調
べ
る
必
要
も
あ
る
。
そ
の
上
で
南
九
州
の
弥

五
郎
巨
人
伝
説
の
北
限
は
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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（
二
）�　

偶
人
を
伴
わ
な
い
祭
り
の
あ
る
周
辺
～
か
つ
て
曽
於
郡
と
呼
ば
れ
た
周

辺
～

　

明
治
以
降
の
行
政
区
の
変
更
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
曽
於
郡
と
さ
れ
た
現
在
の
霧
島

市
（
国
分
・
隼
人
・
霧
島
・
牧
園
）
付
近
に
は
、
大
隅
正
八
幡
宮
（
現
・
鹿
児
島
神
宮
）

が
存
在
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
弥
五
郎
巨
人
伝
説
地
は
少
な
い
。（
な
お
、
平
成
の
合
併

以
前
の
曽
於
郡
八
町
の
う
ち
志
布
志
・
有
明
・
大
崎
・
松
山
の
四
町
は
日
向
国
の
旧

南
諸
県
郡
で
、
明
治
時
代
中
頃
に
鹿
児
島
県
曽
於
郡
に
編
入
さ
れ
た
。）

　
『
三
国
名
勝
図
会
』
巻
之
三
十
一
に
大
隅
国
曾
於
郡
の
山
水
と
し
て
「
拍
子
川
」
を

載
せ
て
い
る
。
そ
こ
に
村
民
の
口
碑
に
「
大
人
の
隼
人
」
を
「
其
容
貌
夜
叉
の
如
く
」

と
言
い
、
拍
子
橋
に
て
日
本
武
尊
に
征
討
さ
れ
そ
の
霊
魂
が
祟
を
な
す
の
で
放
生
会

の
祭
り
が
あ
る
と
し
、
大
人
隼
人
記
は
大
人
を
弥
五
郎
殿
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

（
奈
良
時
代
の
）隼
人
の
征
討
と
混
じ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と『
図
会
』で
は
評
し
て
い
る
。

　

以
上
を
考
慮
し
て
、
記
紀
の
熊
曽
（
襲
）
征
討
を
大
人
弥
五
郎
と
す
れ
ば
、
国
分

地
区
に
、
第
一
工
業
大
学
周
辺
に
字
鼻
面
（
積
）
が
あ
り
、
弥
五
郎
ど
ん
の
鼻
を
埋

め
た
と
こ
ろ
、
身
体
部
は
松
木
の
小
烏
神
社
に
埋
め
た
と
か
野
口
の
枝
宮
神
社
に
は

四
肢
を
埋
め
た
、
あ
る
い
は
福
島
の
鎮
守
神
社
に
は
弓
矢
を
埋
め
た
跡
と
の
伝
説
が

あ
る
（『
大
隅
町
誌
』
に
『
国
分
郷
土
誌
』
を
引
用
し
て
い
る
）。

　

ま
た
放
生
会
に
つ
い
て
も
、
国
分
正
八
幡
（
現
、
鹿
児
島
神
宮
）
に
於
い
て
時
代

に
よ
り
変
遷
が
あ
り
大
人
大
治
祭
と
も
あ
り
、
中
止
な
ど
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
弥
五

郎
と
い
う
偶
人
は
登
場
し
な
い
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
大
隅
国
で
あ
っ
て
も
、
巨

人
伝
説
と
し
て
の
足
跡
伝
説
や
畚
譚
な
ど
は
一
般
の
人
々
の
中
に
は
息
づ
か
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
三
）　

薩
摩
国
の
大
王
ど
ん
の
い
る
日
置
八
幡
神
社
周
辺

　

薩
摩
国
の
う
ち
北
薩
や
中
薩
地
方
に
は
大
人
に
関
す
る
伝
説
が
あ
る
が
、「
弥
五
郎
」

と
称
す
る
名
称
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
日
置
八
幡
の
大
人
も「
大
王（
デ
オ
ー
）ど
ん
」

と
呼
ば
れ
る
。
新
田
八
幡
神
社
に
は
鎌
倉
時
代
末
期
に
、
二
十
五
人
が
引
く
祭
り
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
新
田
神
社
文
書
）。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
大
人
や
巨
人
に
関
す
る

畚
譚
や
跨
ぎ
譚
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
足
跡
伝
説
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
大

口
や
宮
之
城
・
祁
答
院
・
樋
脇
・
伊
集
院
な
ど
に
大
人
の
伝
説
が
し
っ
か
り
残
っ
て

い
る
。
た
だ
し
先
述
の
如
く
大
人
と
い
う
一
般
名
称
と
な
っ
て
お
り
巨
人
の
具
体
性

は
保
持
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
別
々
の
巨
人
（
大
男
・
う
ど
ど
ん
・
大
鬼
な
ど
）
の

譚
と
な
っ
て
い
る
。

（
四
）　

全
国
の
弥
五
郎
・
大
人
伝
説
と
の
比
較

　

全
国
に
は
弥
五
郎
と
称
せ
ら
れ
る
人
形
や
大
人
人
形
も
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
巨
人
性
に
つ
い
て
比
較
を
し
、
そ
の
際
に
行
事
の
趣
旨
が
必
要
な
も
の
に
限
り

説
明
す
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
森
田
清
美
氏
の
「
弥
五
郎
ど
ん
人
形
と
そ
の
民
俗
学

的
背
景
」（『
大
隅
調
査
報
告
書
』
所
収
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

①　

岐
阜
県
山
県
市
高
富
町
伊
田
洞
の
弥
五
郎
行
事

　

こ
こ
に
隼
人
神
社
が
所
在
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
「
や
ん
ぐ
り
ど
ん
」
と
い
う
弥

五
郎
行
事
が
あ
り
、
や
ん
ぐ
り
ど
ん
は
弥
五
郎
の
藁
人
形
で
奥
方
・
お
供
三
体
（
五
十

㌢
前
後
）
を
作
り
集
落
を
回
り
疫
神
を
お
供
の
も
つ
餅
に
憑
か
せ
、
最
後
は
川
へ
投

げ
込
む
と
い
う
。
由
来
は
尾
張
津
島
神
社
の
「
だ
ん
じ
り
祭
り
」
や
摂
社
弥
五
郎
殿

社
の
信
仰
拡
大
の
た
め
御
師
が
美
濃
方
面
に
布
教
す
る
際
、
御
師
が
殺
害
さ
れ
そ
の

怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

従
っ
て
、
由
来
や
弥
五
郎
の
大
き
さ
か
ら
、
南
九
州
の
大
人
弥
五
郎
と
直
接
か
か

わ
る
伝
説
行
事
と
は
異
な
る
よ
う
だ
。
た
だ
弥
五
郎
の
御
霊
に
つ
な
が
る
内
容
と
は

言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。岐
阜
県
下
に
は
他
に
弥
五
郎
と
称
す
る
人
形（
大
人
で
は
な
い
）
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が
出
た
り
す
る
が
、「
虫
お
く
り
」
と
習
合
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
大
人
の
伝
説
（
足

跡
な
ど
）
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

②　

愛
知
県
・
長
野
県
の
弥
五
郎
行
事

　

愛
知
県
春
日
井
市
で
は
弥
五
郎
祭
り
（
又
は
「
総
送
り
」）
と
い
う
村
中
の
厄
を
鎮

送
す
る
行
事
が
あ
る
と
い
う
。
内
容
は
岐
阜
県
の
伊
田
洞
「
や
ん
ぐ
り
ど
ん
」
と
ほ

ぼ
同
じ
で
、川
だ
け
で
な
く
山
に
捨
て
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
御
霊
や「
虫
送
り
」

な
ど
が
習
合
し
た
民
俗
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

　

長
野
県
の
飯
田
市
に
も
「
神
送
り
」
が
あ
り
、「
弥
五
郎
殿
」
ほ
か
二
体
が
疫
神
と

な
っ
て
い
る
。（
以
上
の
例
は
、
森
田
清
美
氏
は
出
典
と
し
て
、
清
水
昭
男
『
岐
阜
県

の
祭
り
か
ら
』
Ⅱ
と
『
美
濃
民
俗
』
を
挙
げ
て
い
る
。）
こ
こ
で
も
大
足
跡
な
ど
の
伝

説
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

③　

弥
五
郎
名
称
を
付
さ
な
い
大
人
行
事

　

東
日
本
に
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ウ
シ
・
シ
ョ
ウ
キ
サ
マ
・
鹿
島
様
な
ど
大
人
形
を
つ
く
り
、

悪
霊
が
集
落
に
入
ら
な
い
よ
う
村
境
に
立
て
た
り
す
る
行
事
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
道

祖
神
と
し
て
悪
霊
を
防
ぎ
、
地
域
の
安
全
や
無
病
息
災
を
目
的
と
し
た
行
事
の
よ
う

で
あ
る
。
人
形
は
藁
な
ど
を
使
用
し
、
い
づ
れ
も
二
～
三
・
五
㍍
ほ
ど
で
、
南
九
州
の

竹
を
使
っ
た
大
人
形
ほ
ど
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

人
形
と
と
も
に
、
巨
人
伝
説
も
あ
り
、
大
足
跡
や
大
沼
の
譚
は
存
在
し
、
ダ
イ
ダ

ラ
ボ
ウ
シ
が
富
士
山
を
背
負
っ
た
と
か
一
夜
に
し
て
造
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
し

か
し
各
譚
の
主
体
者
の
名
称
は
区
々
で
あ
る
。

　

東
北
の「
ね
ぶ
た（
ね
ぷ
た
）祭
り
」は
有
名
で
あ
る
が
、由
来
や
趣
旨
が
複
合
化
し
、

ま
た
近
代
以
降
の
観
光
化
で
南
九
州
の
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
と
の
比
較
は
難
し
い
点
が

多
い
。
南
九
州
の
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
は
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
巨
人
伝
説

の
内
容
を
形
成
し
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

（
五
）　

九
州
の
神
社
楼
門
に
坐
す
矢
大
臣

①　

矢
五
郎
と
弥
五
郎

　

仏
寺
の
仁
王
門
に
仁
王
像
が
立
つ
の
と
同
じ
く
、
神
社
の
本
殿
前
の
楼
門
内
に
弓

矢
を
持
っ
て
侍
す
る
人
形
が
あ
り
矢
大
臣
と
か
矢
五
郎
と
称
し
て
い
る
。
矢
大
臣
で

は
な
く
神
官
型
の
も
の
も
多
い
の
で
、
矢
大
臣
も
一
般
的
で
は
な
い
。

　

そ
の
矢
大
臣
を
ヤ
ゴ
ロ
ウ
と
も
呼
ん
だ
り
す
る
。
こ
の
ヤ
ゴ
ロ
ウ
は
門
守
神
で
あ

る
。
門
守
神
と
し
て
の
ヤ
ゴ
ロ
ウ
と
八
幡
神
社
の
弥
五
郎
と
の
関
連
は
矢
大
臣
を
親

し
み
を
込
め
て
ヤ
ゴ
ロ
ウ
さ
ん
と
い
う
大
人
と
し
て
の
存
在
感
で
繋
が
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

（
六
）　

小
字
地
名

（
一
）　

土
地
の
地
名
に
残
る
弥
五
郎
関
連
の
小
字

　

中
島
勇
三
氏
は
『
大
隅
調
査
報
告
書
』
に
、
鹿
児
島
県
と
宮
崎
県
の
小
字
の
中
か

ら
弥
五
郎
関
連
の
小
字
を
三
十
四
件
抽
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
記
述
の
中
で
も

触
れ
た
の
で
、
所
在
は
の
ぞ
い
て
、
こ
こ
で
は
小
字
の
み
連
記
し
て
み
た
い
。

【
大
隅
国
】

　

矢
五
郎
（
二
件
）　

人
足
形　
　

大
人
足
跡　
　

大
人
足　
　

大
人　
　

大
人
形　

（
二
件
）　

人
形
平

　

矢
太
新
堀　
　

矢
太
郎
松　
　

矢
太
郎
松
東
平　
　

矢
次
郎
迫　
　

鬼
籠

【
日
向
国
】

　

大
形　
　

大
人
足　
　

弥
太
郎　

【
薩
摩
国
】

　

�

弥
五
郎
平　
　

矢
来
門　
　

弥
五
郎　
　

矢
五
郎　
　

矢
五
ノ
段　
　

大
人
跡
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大
人　
　

小
人　
　

根
五
郎　
　

弥
太
郎　
　

矢
太
郎　
　

鬼
五
郎　
　

矢
次
郎

【
鹿
児
島
県
島
嶼
部
】

　

弥
五
平　
　

矢
太
郎

　

小
字
の
う
ち
、「
弥
五
郎
」
と
「
矢
五
郎
」
は
借
字
の
関
係
と
思
わ
れ
る
。
小
字
と

し
て
は
足
跡
の
窪
地
だ
ろ
う
。「
平
」
の
伴
う
小
字
も
あ
る
が
、
方
言
で
は
ヒ
ラ
は
山

の
急
斜
面
の
こ
と
を
い
い
（
平
地
は
デ
ラ
と
い
う
）、
大
き
な
斜
面
の
意
か
も
知
れ
な

い
。「
足
」
を
伴
う
も
の
は
足
跡
で
あ
ろ
う
が
、「
人
形
」
は
人
足
形
（
跡
）
の
省
略

形
か
偶
人
の
意
か
判
明
し
に
く
い
。

　

次
に
、
こ
の
弥
五
郎
関
連
小
字
と
弥
五
郎
伝
説
分
布
を
重
ね
て
み
る
と
、
弥
五
郎

の
伝
説
と
小
字
が
曽
於
市
岩
川
付
近
に
多
く
見
ら
れ
る
傾
向
は
あ
る
が
、
小
字
は
伝

説
の
う
ち
類
例
の
多
い
足
跡
伝
説
と
し
て
広
ま
り
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

四　

大
人
弥
五
郎
伝
説
と
時
代

（
一
）　

弥
五
郎
ど
ん
伝
説
の
生
成
の
時
期

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
弥
五
郎
ど
ん
の
豊
富
な
伝
説
は
、
い
つ
頃
生
成
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
と
の
疑
問
が
沸
い
て
く
る
。
は
っ
き
り
し
た
史
料
は
な
い
が
、
例
え
ば
『
三
国

名
勝
図
会
』（
一
八
四
三
年
）
に
は
鹿
屋
市
輝
北
町
の
双
子
塚
の
畚
譚
が
土
人
（
住
民
）

の
話
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
南

九
州
の
日
向
・
大
隅
に「
弥
五
郎
」と
し
て
具
体
的
に
伝
説
が
生
ま
れ
た
意
図
は
何
だ
っ

た
の
か
。

　

湧
水
町
栗
野
の
勝
栗
神
社
（
旧
称
は
正
若
宮
八
幡
）
に
は
、
戦
国
時
代
の
十
王
之

絵
箱
の
墨
書
に「
本
願
弥
五
郎
殿
」（
一
五
一
五
年
作
）と
あ
り
、弥
五
郎
面（
一
五
五
〇

年
製
作
）
も
あ
る
の
で
弥
五
郎
の
存
在
は
知
り
う
る
が
、
伝
説
の
生
成
の
時
期
の
特

定
は
難
し
い
。

（
二
）　

弥
五
郎
伝
説
と
弥
五
郎
人
形
の
関
連

　

弥
五
郎
ど
ん
の
伝
説
の
生
成
の
鍵
は
、
弥
五
郎
人
形
の
形
成
に
あ
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
伝
説
が
先
か
人
形
が
先
か
の
前
後
関
係
も
あ
る
が
、
実
際
に
目
で
見
る
こ
と

に
よ
っ
て
伝
説
が
広
範
に
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
も
言
い
う
る
。
弥
五
郎
人
形
が
い
つ
作

ら
れ
た
の
か
も
疑
問
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
は
記
録
で
追
え
る
。
岩

川
の
弥
五
郎
ど
ん
の
場
合
、『
神
社
誌
下
』（
緒
言
に
一
七
六
八
―
九
年
）
で
四
尋
と

あ
り
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
巨
人
の
姿
が
わ
か
る
。
そ
れ
以
上
ど
れ
位
遡
れ
る
か
で

あ
る
が
、
祠
官
黒
岩
氏
が
神
道
裁
許
状
を
も
ら
う
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
以
降
が

成
長
期
、
八
幡
別
当
僧
快
宥
が
京
都
石
清
水
八
幡
宮
へ
上
り
神
体
・
如
来
を
持
ち
帰
っ

た
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
頃
に
弥
五
郎
人
形
の
発
生
期
と
も
考
え
ら
れ
る
が
不
明

で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
可
能
性
も
あ
る
。
戦
国
時
代
の
造
像
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る

（
但
し
、
新
田
神
社
文
書
に
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
に
二
十
五
人
で
猿
田
彦
を
引
い

た
と
の
記
事
は
見
逃
せ
な
い
）。

　

従
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
弥
五
郎
人
形
が
形
成

さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
う
す
る
と
、
巨
人
像
を
見
た
庶
民
が
足
跡
や
畚
譚
・
跨

ぎ
譚
を
大
い
に
語
り
始
め
た
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
史
料
が
な

い
限
り
確
実
に
弥
五
郎
ど
ん
伝
説
の
始
期
を
明
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
伝
説
と

は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）　

弥
五
郎
三
兄
弟

　

近
年
、
弥
五
郎
三
兄
弟
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
史
料
的
根
拠
が

あ
る
訳
で
は
な
く
、
伝
説
の
立
場
か
ら
も
特
に
根
拠
は
認
め
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
神
社
創
建
順
と
か
、
身
長
が
「
短
→
長
」
の
順
で
民
俗
的
に

は
だ
ん
だ
ん
派
手
に
な
る
傾
向
が
あ
る
と
か
、
近
世
の
御
三
家
的
発
想
が
あ
る
の
か

も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
弥
五
郎
像
の
出
来
た
順
と
推
定
す
る
こ
と
も
現
時
点
で
は
証
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明
さ
れ
な
い
。
結
局
、
近
時
の
新
し
い
現
象
と
捉
え
て
お
き
た
い
。

　

八
幡
神
社
の
創
建
や
弥
五
郎
ど
ん
の
造
像
に
つ
い
て
、
も
っ
と
明
確
な
背
景
が
あ

れ
ば
三
兄
弟
の
事
実
関
係
や
兄
弟
関
係
も
議
論
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
推
測
や
は

や
し
言
葉
的
に
な
る
こ
と
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
弥
五
郎
伝
説
の
立
場
か

ら
は
、
現
在
の
三
地
域
へ
の
八
幡
神
社
の
創
建
の
背
景
や
弥
五
郎
人
形
の
造
像
の
由

来
に
つ
い
て
、
例
え
ば
大
隅
国
の
設
置
お
よ
び
豊
前
・
豊
後
国
か
ら
の
移
民
、
さ
ら

に
養
老
年
間
の
隼
人
の
戦
い
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
。
伝
承
は
伝
承
と
し

て
見
守
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　
（
補
足
追
記
）
昭
和
五
十
八
年
刊
行
の
「
宮
崎
県
大
百
科
事
典
」（
宮
崎
日
日
新
聞

社
）
で
は
、
一
つ
の
話
と
し
て
「
弥
五
郎
ど
ん
は
山
之
口
が
長
男
。
岩
川
が
二
男
で
、

飫
肥
が
三
男
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
書
籍
の
影
響
な
の
か
、
昭
和
六
十
年
頃
か

ら
新
聞
記
事
に
も
散
見
さ
れ
、「
日
本
歴
史
地
名
大
系
四
十
六　

宮
崎
県
の
地
名
」（
平

凡
社
）
に
も
引
用
さ
れ
る
等
、
次
第
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

本
村
秀
雄
氏
は
「
も
と
も
と
は
一
人
の
人
間
で
、三
兄
弟
と
い
う
の
は
近
世
に
な
っ

て
出
来
た
俗
説
」
と
話
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
郷
土
愛
か
ら
三
体
を
結
び
つ
け
た
だ

け
の
用
語
と
考
え
ら
れ
、
特
に
根
拠
は
無
い
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
大
人
弥
五
郎
の
伝
説
を
先
人
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
可
能
な
か
ぎ
り
記

録
し
整
理
し
た
の
で
あ
る
が
、
現
代
の
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
な
ど
情
報
化
社
会
に
お

い
て
は
、伝
説
の
継
承
や
広
ま
り
は
薄
く
な
り
つ
つ
あ
る
。経
済
社
会
の
変
化
に
伴
い
、

土
地
の
改
変
や
山
水
な
ど
も
整
備
対
象
化
し
て
、
物
語
と
し
て
の
畚
譚
や
跨
ぎ
譚
は

空
想
的
と
し
て
流
さ
れ
易
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

親
し
み
の
あ
る
弥
五
郎
と
い
う
名
称
で
は
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
の
中
で
、
若
い

人
々
に
大
人
弥
五
郎
伝
説
の
、
南
九
州
に
お
け
る
特
異
な
広
が
り
を
伝
え
て
い
く
こ

と
は
大
事
な
こ
と
と
思
わ
れ
た
。
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弥五郎伝説分布図
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大人および弥五郎関連小字配置図
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